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平成23年12月10日
毎月１回発行

市の人口／68,339人（－ 33人）
　　　男／33,333人（－ 16人）
　　　女／35,006人（－ 17人）
世 帯 数／26,265世帯（－13世帯）
　　　　平成23年11月１日現在
　　　　　　　～外国人登録を含む～

主 な 内 容

あちゃむしだんべにつるし柿っとぉ
　今年は、秩父のいたる所で柿が鈴生

な

りでした。
昔から晩秋の秩父路の風物詩である干し柿も今
では珍しくなりました。落合犀

さい

一
いち

さんのお宅で
は、毎年丹精込めて干し柿を作ります。約1,000
個もの柿が橙色に輝くさまは美しいの一言。お
孫さんと眺めるのが楽しみだと語ってくれました。
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●秋の叙勲受章者、大臣・県知事表彰受彰者などのご紹介 …❻～❼
●市政伸展の功労者148人を表彰 ………………………………❽
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あ
な
た
は
ど
ん
な
ま
ち
に
暮
ら
し
た

い
で
す
か
。
市
の
計
画
や
条
例
は
、
地

域
の
未
来
設
計
図
で
す
。
あ
な
た
が
暮

ら
す
地
域
の
未
来
を
あ
な
た
も
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
政
策
な
ど
を
決
定
す
る
際

に
、事
前
に
意
見
を
公
募
す
る
制
度「
秩

父
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

第
２
期
秩
父
市
地
域
福
祉
計
画
、
第
三
期
秩
父
市

障
が
い
者
福
祉
計
画
、
秩
父
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
際
し
、
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

公
表
時
期
お
よ
び
意
見
募
集
期
間

 

12
月
22
日
㈭
〜
平
成
24
年
１
月
23
日
㈪

公
表
方
法　

・
市
Ｃ
へ
の
掲
載

・ 

伝
承
館
１
階
「
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
」、
社
会
福

祉
課
、障
が
い
者
福
祉
課
、高
齢
者
介
護
課
、吉
田
・

大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
の
閲
覧

・
秩
父
図
書
館
、荒
川
図
書
館
、市
立
病
院
で
の
閲
覧

意
見
の
提
出
方
法

・ 

社
会
福
祉
課
、
障
が
い
者
福
祉
課
、
高
齢
者
介
護

課
、
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

窓
口
へ
文
書
で
提
出

・ 

社
会
福
祉
課
、
障
が
い
者
福
祉
課
、
高
齢
者
介
護

課
へ
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
提
出

・
何
で
も
投
書
箱
へ
投
函

計
画
の
理
念　
「
人
に
や
さ
し
い 

助
け
合
い
の
ま
ち

　

ち
ち
ぶ
」

計
画
の
内
容　

①
優
し
い
心
を
育
む
福
祉
教
育
の
推

進
、
②
地
域
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推

進
、
③
自
立
を
支
え
、
自
ら
生
き
る
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
の
推
進
、
④
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ

く
り
の
推
進
を
基
本
目
標
と
し
て
、「
自
助
」、「
共
助
」、

「
公
助
」
の
取
り
組
み
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、「
地
域
福
祉
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
し
た
。

１
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

22

－

７
１
６
８

３fu
ku
sh
i@
city.ch

ich
ib
u
.lg.jp

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

第
２
期
秩
父
市
地
域
福
祉
計
画

秩父市パブリックコメント手続きの実施状況
平成20年度 秩父市建築物耐震改修促進計画（案）

意見数 ０件
秩父市立病院中長期計画兼改革
プラン（案） 意見数 ０件
第二期秩父市障がい者福祉計画（案）
 意見数　２人から15件
秩父市高齢者保健福祉計画（案）
 意見数 ０件

平成21年度 秩父市次世代育成支援地域行動計画
（後期）（案） 意見数　１人から２件

平成22年度 秩父市まちづくり基本条例の見直し
 意見数 ０件

平成23年度 2006デュエットプランちちぶ（秩父市
男女共同参画計画）の見直し
 意見数　１人から１件

１
広
報
広
聴
課

　

☎
22

－

２
５
０
５

１

２
政
策
の
内
容
を
知
ろ
う

　

市
の
基
本
的
な
計
画
な
ど
、
意
見

公
募
の
対
象
と
な
る
の
は
、
あ
な
た
の

生
活
に
関
係
す
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
公
表
さ
れ
て
い
る
資
料

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

計
画
や
条
例
の
案
は
、
担
当
課
、
伝

承
館
１
階
「
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
」、

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
、
市
立

図
書
館
（
秩
父
、
荒
川
）
な
ど
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
Ｃ
か
ら
案
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

き
で
は
、
計
画
な
ど
の
案
を
公

表
し
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

公
表
か
ら
提
出
ま
で
の
流
れ

を
順
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、秩父保健セ
ンター、スポーツ健康センター、文化体育センター、吉田生涯学習センター、地場産センター、市立病院でも配布しています。3

計 

画
の
理
念　
「
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
助
け
あ
い
温
も
り
の
ま
ち
」

計
画
の
内
容　

①
早
期
療
育
と
学
校
教
育
の
充
実
、

②
地
域
生
活
の
充
実
、
③
社
会
参
加
の
促
進
、
を
基

本
目
標
と
し
て
、
療
育
の
場
の
充
実
や
日
常
生
活
に

関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
就
労
支
援
の
促
進
な
ど

の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
く

「
障
害
者
基
本
計
画
」
と
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
「
障
害
福
祉
計
画
」
を
ひ
と
つ
の
計
画
と
し

て
策
定
し
ま
す
。

１
障
が
い
者
福
祉
課
☎
27

－

７
３
３
１

22

－

７
１
６
８

３sh
o
gai-fu

ku
sh
i@
city.ch

ich
ib
u
.lg.jp

計 

画
の
理
念　
「
高
齢
者
の
尊
厳
が
保
た
れ
、住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」

計
画
の
内
容　

①
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
支

援
、
②
介
護
予
防
事
業
の
充
実
、
③
要
介
護
者
支
援

の
充
実
、
を
基
本
方
針
と
し
て
、
高
齢
者
同
士
が
助

け
あ
う
共
助
の
仕
組
み
や
健
康
づ
く
り
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

１
高
齢
者
介
護
課
☎
25

－

５
２
０
５

22

－

７
１
６
８

３kaigo
@
city.ch

ich
ib
u
.lg.jp

第
三
期
秩
父
市
障
が
い
者
福
祉
計
画

秩
父
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画

　中央公民館（勤労青少年ホー
ム）の事務所は、12月19日㈪に
芸術文化会館から歴史文化伝承
館１階へ戻ります。
　また、歴史文化伝承館の一般
利用再開については市報１月号
でお知らせします。ご理解とご
協力をお願いします。
１中央公民館（勤労青少年ホーム）
☎２２－０４２０

　12月６日から羊山センターの
営業を再開しました。なお、風
呂の利用はできませんのでご了
承ください。
１秩父市社会福祉協議会
☎２２－１５１４

事務所を移転します

羊山センターを再開しました

広聴サポーターアンケートから

質問　パブリックコメント手続きで
　　　意見が寄せられない原因は？

実
施
を
知
ら
な
い　

59
％

難しく理解できない  10％

興味が持てない  10％

資料が入手できない  7％

その他  13％

３

４

５

意
見
を
提
出
し
よ
う

　

提
出
さ
れ
た
全
て
の
意
見
は
、
そ
の
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
や
計
画
な
ど
の

修
正
案
と
と
も
に
、
市
Ｃ
で
公
表
さ
れ
ま

す
。
秩
父
を
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
す
る

た
め
に
、
あ
な
た
の
意
見
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

意
見
は
担
当
課
の
窓
口
へ
直
接
お
持
ち

い
た
だ
く
か
、
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
で
提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、
何
で
も
投

書
箱
へ
投
函
す
る
こ
と
で
も
意
見
を
提
出

で
き
ま
す
。

　
「
秩
父
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
手
続
き
」
は
、
市
民
の
意

見
を
市
政
に
反
映
す
る
仕
組
み

で
す
。

　

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
考
え
を
書
こ
う

　

難
し
い
意
見
を
書
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。気
づ
い
た
こ
と
、思
っ

た
こ
と
な
ど
、
あ
な
た
の
考
え
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
は
、
担
当
課
窓
口
や
総
合

支
所
な
ど
で
入
手
で
き
ま
す
。
ま

た
、
市
Ｃ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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市役所本庁舎等
建設市民会議の最終報告

表１　市民会議報告書（一部抜粋）
市役所本庁舎 市民会館

老朽化の
対策方法 建替え 建替え

建 設 地 現在地 本庁舎と同位置（合築）

規模・機能
（主な意見）

・総合窓口の検討
・窓口を１階に集中させる
・議場の有効活用
・市民の安全を守る防災機能
・授乳や休憩スペースの設置

・ホールの規模は、現状と同規模
か大規模に（予算の条件もあり、
あくまでも希望として）

・舞台機能の充実（広さ、高さ、
音響、楽屋など）

・会議室を本庁舎と相互利用する

共通意見

・20～30年後に再度建替えや増改築することがないように
・可能な限りコンパクト化を
・ユニバーサルデザインへの配慮
・地域産木材の活用　　　・施設の長寿命化と維持管理費の低減
・自然エネルギーの活用　・歴史文化伝承館との連携など

　11月８日、市役所本庁舎等建設市民会議から、市長に検討結果の
報告書が提出されました。市報11月号で掲載した、「老朽化の対策
方法」および「建設地」に加え、最終報告では、「規模や機能」に
ついて、多岐にわたる意見が出されています。なお、報告書では、
意見を集約するのではなく、「市民目線での希望」として列挙され
ています。その概要は、表１のとおりです。

老
朽
化
し
た

市
役
所
本
庁
舎
・

市
民
会
館
の
未
来

　
　
　
　
　
　

〜
第
４
回
〜

１
市
役
所
本
庁
舎
等
建
設
準
備
室

　
　

25　

５
２
２
９

表２　被害状況調査の結果（概要）

市役所本庁舎 市民会館

本体構造への
被害と被災度

・基礎部分「小破」
　わずかに沈下・傾斜がある。
・上部建物部分「大破」
　建物全体に多数のひび割れが
ある。

・基礎および上部建物部分とも
「無被害」
　ただし、老朽化によるさまざ
まな劣化現象が確認された。

その他の被害 ・窓ガラス破損　85枚　など

・窓ガラス破損　95枚
・通路外壁からの漏水　
・ 外階段部分に老朽化によるひ
び割れがある。

被 害 額
（概算額）

・直接被害額　
　3,150,000円
　（窓ガラスやひびの補修程度）
・構造上の被害額
　184,800,000円

・直接被害額
　3,944,000円
　（窓ガラスやひびの補修程度）
・構造上の被害額
　0円

そ の 他 経 費
　0円
　（ 耐震補強および全面改修は
別途必要）

・安全対策費※
　505,000,000円　
　（ 耐震補強および全面改修は
別途必要）

※安全対策費とは、今回と同規模の地震に対する被災防止措置に要する経費です。

　

市
役
所
本
庁
舎
お
よ
び
市
民
会
館
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
災
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
議
会
お
よ
び
市
役
所
本
庁
舎
等
建

設
市
民
会
議
か
ら
、
被
害
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
11
月
に
「
震
災
建
築
物
の
被
災
度

区
分
判
定
基
準
お
よ
び
復
旧
技
術
指
針
」
の
調
査
方
法
に
準
じ

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
（
概
要
）
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
（
表
２
）。
な
お
、
調
査
は
資
格
を
持
つ
建
築
設
計

事
務
所
が
実
施
し
ま
し
た
。

被害状況調査
の結果報告



「和を以
も

って

貴
たっと

しと為
な

す」

市長コラム

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

市
長  

久
喜  

邦
康

みんなで市政のフリートーク！「市長と語る会」申し込み受付中！
１広報広聴課☎２２－２５０５

東日本大震災義援金

ご寄附ありがとうございました

本庁舎の市長執務室にて

　次の方々から、ご寄附をいただきました。温かな善意に
感謝し、ご紹介します。
◎社会福祉のために

▼  10月６日、第15回著名郷土画家秀作展（西 勝蔵代表）
から車イス5台
◎秩父市の伝統文化の保存・振興のために

▼ 10月15日、雑司が谷［案内処］応援倶楽部様から
　100,000円
◎吉田中学校の教育振興のために

▼ 11月４日、松本太守様（下吉田）から200,000円

　東日本大震災義援金へ多くの温かいご支援をお寄せいた
だきありがとうございます。現在の受付状況を報告します。

●11月24日現在：45,805,958円
　お預かりした義援金は、日本赤十字社埼玉県支部へ送金
し、義援金配分委員会を通じて全額被災された方々のもと
へ届けられます。義援金をお寄せいただきました個人、団
体の皆さんに、心からお礼申し上げます。
※ 義援金は、平成24年３月31日まで受け付けています。そ
の後の受付については、お問い合わせください。
１社会福祉課☎２５－５２０４

5

年
は
、
事
務
局
の
事
務
処
理
能
力
を
理

由
に
事
前
審
査
を
し
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
で
し
た
。今
年
は
待
ち
に
待
っ
た「
無

形
文
化
遺
産
」
登
録
を
皆
さ
ん
に
ご
報

告
で
き
る
こ
と
を
私
自
身
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
11
月
27
日
、
ユ
ネ

ス
コ
は
、広
島
県
の
「
壬み

生ぶ

の
花
田
植
」

と
島
根
県
の
「
佐さ

陀だ

神し
ん

能の
う

」
の
２
件
の

み
の
登
録
を
決
定
し
ま
し
た
。
私
は
何

が
何
で
も
「
秩
父
祭
の
屋
台
行
事
と
神

楽
」
を
「
全
人
類
共
通
の
宝
物
」
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
世
界
遺
産
」は
建
造
物
な
ど
形
が
あ

り
、動
か
な
い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、

「
無
形
文
化
遺
産
」
は
形
に
な
ら
な
い

人
間
が
持
つ
知
恵
や
習
慣
な
ど
を
い
い

ま
す
。
私
は
秩
父
夜
祭
を
支
え
て
い
る

人
た
ち
の
心
意
気
に
な
ら
い
、
後
世
へ

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
と
い
う
強
い
意

志
を
も
っ
て
、
私
た
ち
が
誇
る
伝
統
文

化
を
世
界
に
向
か
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
９
月
に
は
秩
父
地
域
が
「
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
」の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

願
わ
く
は
、
近
い
将
来
、「
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
」
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
加

え
、
秩
父
祭
が
「
無
形
文
化
遺
産
」
に

登
録
さ
れ
る
こ
と
で
、「
埼
玉
」
の
秩

父
か
ら
「
日
本
」
の
秩
父
と
な
る
よ
う
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
ユ
ネ
ス
コ
で

は
現
在
も
継
続
審
査
中
で
あ
り
、
ま
だ

ま
だ
期
待
が
持
て
る
状
況
の
よ
う
で
す
。

な
る
べ
く
早
く
、
皆
さ
ん
に
良
い
報
告

が
で
き
る
こ
と
を
私
も
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
秩
父
夜
祭
に
は
例
年
に
も
増

し
て
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
秩
父
神
社
例
大
祭
の
付
け
祭

り
と
し
て
公
開
さ
れ
る
笠
鉾
・
屋
台
の

曳
き
廻
し
や
、
そ
れ
と
と
も
に
演
奏
さ

れ
る
秩
父
屋
台
囃
子
、
屋
台
上
で
行
う

歌
舞
伎
、
曳
き
踊
り
、
ま
た
、
祭
礼
当

日
の
朝
か
ら
公
開
さ
れ
る
秩
父
神
社
神

楽
な
ど
が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
秩
父
祭
の
屋
台
行
事
と
神
楽
」
は
、

平
成
21
年
８
月
に
日
本
か
ら
の
提
案
候

補
13
件
の
う
ち
の
１
つ
と
し
て
、
ユ
ネ

ス
コ
に
資
料
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
昨

※日程は変更される場合がありますので、ご確認ください。
１広報広聴課☎２２－２５０５

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
市
長
ブ
ロ
グ
〜
よ
う
こ
そ
！ 

市
長
室
へ
〜
」日
々
更
新
中
！
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　豊島区役所本庁舎１階ロビーに秩父地域の地場産品や土産品
を展示するコーナーを開設しました。
　秩父観光土産品協同組合の協
力で、定期的に展示品を入れ替え
るほか、観光パンフレット等も備
え置くことで、豊島区の皆さんに
広く秩父地域をＰＲし、秩父市へ
の誘客につなげていきます。
１商工課☎２５－５２０８

豊島区役所に秩父地場産品
展示コーナーを開設

と　　　　き と　こ　ろ

12月14日
㈬

午前９時～10時 荒川総合支所
午前11時～11時30分 歴史文化伝承館１階

１月11日
㈬

午前９時～10時 吉田総合支所
午前11時～11時30分 歴史文化伝承館１階
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秋の叙勲秋の叙勲
長年にわたり各分野で著しいご活躍をされた方々に贈られる「秋の叙勲」
「危険業務従事者叙勲」などが発表されました。市内で受章された皆さん
をご紹介します。

瑞宝単光章
旧
荒
川
村
消
防
団
団
長

新
井　

富よ
し

博ひ
ろ 

氏

（
荒
川
白
久
）

　新井氏は、昭和36年に旧荒川村消
防団団員となり、数々の階級を経て、
昭和61年に団長を拝命、平成４年の
退団まで31年の長きにわたり活躍さ
れました。この間、豊富な知識・経
験を生かして災害活動にあたるとと
もに、団員の指導育成・資質向上に
も積極的に取り組むなど、秩父地域
の安心安全に尽力されました。

旭日双光章瑞宝双光章
埼
玉
県
体
操
協
会
副
会
長

原
島　

宏
之 

氏

（
大
野
原
）

　原島氏は、昭和39年に埼玉県体操
協会へ着任後、47年の長きにわたり
数々の要職を歴任され、現在も副会
長として大会誘致や選手育成に注力
するなど、体育行政に多大な貢献を
されています。これまでに着任した
県内高等学校では多くの選手を輩出
したほか、平成７年の秩父市体操協
会の設立にも尽力されました。

埼
玉
建
築
士
会
会
長

髙
橋　

庫く
ら

治じ 

氏

（
中
村
町
）

　髙橋氏は、昭和55年から２年、昭
和61年から現在までの計27年の長き
にわたり、㈳埼玉建築士会において
数々の要職を歴任され、現在も会長
として建築士の資質の向上と業務の
進歩改善に尽力されています。この
他にも、数多くの建築関係団体の役
員を務められ、建築行政や景観行政
に多大な貢献をされました。

秩
父
ぶ
ど
う
組
合

連
絡
協
議
会
会
長

内
田　

善
之 

氏
（
黒
谷
）

　内田氏は、長きにわたり、秩父産
ぶどうの栽培技術と販売方法の改
善、秩父オリジナル品種「ちちぶ山
ルビー」の導入、観光ぶどう園経営
の確立などに尽力され、地域のぶど
う生産の活性化に貢献されました。

瑞宝単光章
（危険業務従事者叙勲）

元
航
空
自
衛
隊
３
等
空
尉

塩
田　

栄え
い

光み
つ 

氏

（
吉
田
久
長
）

　塩田氏は、昭和44年に航空自衛隊
へ入隊後、航空救難団にて救難捜索
機、救助機、輸送ヘリコプター等の
整備に従事、平成16年に退職するま
で36年の長きにわたり、自衛官とし
てご活躍されました。

瑞宝双光章
（危険業務従事者叙勲）

元
秩
父
消
防
本
部
消
防
長

古
川　

有
一 

氏
（
栃
谷
）

　古川氏は、昭和40年に秩父市消防
本部消防士を拝命後、数々の要職を
経て、平成15年には消防本部消防長
となり、翌年退職するまで39年の長
きにわたり、消防職員としてご活躍
されました。

緑白綬有功章
（農事功績表彰者栄章）

旭日中綬章 前秩父市長・秩父市名誉市民　栗 原　 稔 氏　（大野原）

　栗原氏は、昭和54年から５期19年にわたり、埼玉県議会議員として県政の一翼を
担い、平成６年には第95代埼玉県議会議長に就任され、県域全体の発展に貢献され
ました。平成15年には第６代秩父市長に就任され、平成17年には、秩父市、吉田町、
大滝村、荒川村の４市町村の合併という歴史に残る一大事業を成し遂げました。新
秩父市の初代市長として、子育て支援、高齢者の健康づくりに重点を置いた少子高
齢化対策や人口減対策など直面する課題に対し、卓越した見識と指導力を発揮され、
秩父市の繁栄と発展に大いに貢献されました。さらには、埼玉県道路利用者会議会
長、㈶秩父地域地場産業振興センター理事長、秩父広域市町村圏組合管理者などの
要職を歴任し、地域社会の進展に尽力されるとともに、全国地場産業振興センター
協議会会長、全国道路利用者会議常任理事など数多くの団体役員も務められ、全国
各地域におよぶ各種振興対策の進展にも大いに寄与されました。
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　多比羅氏は、平成６年以来42回、岩田氏は昭和60年
以来48回、吉田氏は昭和61年以来28回にわたり国勢調
査など各種統計調査に従事されました。今回の表彰は、
多比羅氏が統計指導員として、岩田氏、吉田氏が統計
調査員として、長年の功績が認められたものです。

統
計
調
査
功
労
に
対
す
る

総
務
大
臣
表
彰

多比羅　昌子氏
（品沢）

岩田　將子氏
（中宮地町）

吉田　和江氏
（中宮地町）

優
れ
た
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
に

か
か
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰

影森小学校ＰＴＡ（岩田 聡会長）

県
知
事
表
彰

埼
玉
県
食
品
衛
生
大
会

秩父市農業委員会
会長
新井　潤一氏
（荒川日野）

産
業
功
労
表
彰

秩父保健所管内
食品環境衛生協会
大滝支部長
山中　進氏

（中津川）

みやこ旅館
（中川久子代表）

（荒川白久）

秩父市くらしの会 
副会長
田代　みや氏

（上町）

消
費
生
活
功
労
者
表
彰

優
良
施
設
賞

衛
生
功
労
賞

秩父市食生活改善
推進員協議会
吉田支部 副支部長
靏
つる

見
み

　正子氏
（下吉田）

埼
玉
県
保
健
衛
生
功
労
賞

秩父市健康推進員
連絡会秩父支部
平沼　和子氏

（上町）

公
衆
衛
生
事
業
功
労
者
表
彰

秩父市食生活改善推
進員協議会秩父支部
古川　和代氏

（太田）

民
生
委
員
及
び

児
童
委
員
功
労
章

大滝地区民生委員・
児童委員協議会会長
磯田　ヱミ子氏

（大滝）

県
知
事
功
労
章

秩
父
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員

浅
賀　

信
子 

氏（
中
町
）

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会
会
長
賞

シ
ラ
コ
バ
ト
賞

　

こ
の
賞
は
、日
常
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
住

み
よ
い
地
域
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
積

極
的
な
活
動
を
地
道

に
続
け
て
い
る
個
人

や
団
体
等
に
贈
ら
れ

ま
す
。
市
内
か
ら
は
次
の
５
人
の
方
々

と
３
つ
の
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
の
部

●
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
活
動

　

浅
見　

修
介 

氏
（
上
町
）

　

髙
橋　

勝
子 

氏
（
黒
谷
）

　

引
間　

友
一 

氏
（
上
吉
田
）

●
郷
土
を
知
り
、
郷
土
を
想
う
活
動

　

田
端　

政
一 

氏
（
山
田
）

●
健
や
か
な
心
身
を
育
て
る
活
動

　

小
林　

セ
ツ
子 

氏
（
久
那
）

●
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
活
動

　

髙
橋　

秀
子 

氏
（
中
村
町
）

団
体
の
部

●
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
活
動

　

ジ
ョ
イ
ハ
ー
ト

　
（
松
本
太
守
代
表
・
会
員
数
８
人
） 

●
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
活
動

　

永
友
会

　
（
内
田
武
代
表
・
会
員
数
59
人
）

　

栃
和
会

　
（
大
澤
晃
二
代
表
・
会
員
数
21
人
）

　影森小学校PTAは、広報活動
に大変注力されており、広報紙が
県広報紙コンクールに３年連続入
賞を果たしています。年間を通し
て積極的に各種催しを企画し、地
域に根ざした学校づくりに多大な
貢献をされています。

みんなで追放　飲酒運転！
自動車の後部座席も必ずシートベルトの着用を！
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新
井
秀
和
、
高
野
貴
史
、
福
島
康
弘
、

引
間　

聖
、
斉
藤
和
也
、
荒
舩
和
也
、

浅
見
美
司
、
篠
崎
基
弘
、
浅
賀
雄
一
、

宮
城
忠
夫
、
伊
藤
俊
幸
、
半
藤　

聡
、

内
田　

亮
、
風
間
隆
志
、
坂
本
友
和
、

坂
本
勝
広
、
高
柳　

忍
、
石
橋　

勝
、

林　

信
政
、
篠
田
保
明
、
新
井
基
倫
、

竹
内　

順
、
新
井
雅
也
、
新
井
和
夫
、

新
井
善
則
、
塩
田
幸
夫
、
山
口
智
晶
、

高
野
宗
紀
、
中
山
義
晴
、
三
上　

修
、

小
林
克
寿
、
清
川
和
宏
、
江
田　

徹
、

千
島
崇
史
、
新
井　

聡
、
石
黒
裕
基
、

岩
田
崇
志
、
山
本
昌
利
、
中
村
文
治
、

新
井
晃
一
、
鈴
木
崇
文
、
鈴
木
章
仁
、

小
川
篤
史
、
町
田　

努
、
山
越　

聡
、

倉
島
紀
夫
、
野
上
直
芳
、
竹
澤
理
孝
、

萩
原
義
隆
、
富
田
将
文
、
齋
藤
雅
己
、

内
田
晃
司
、
島
崎
則
行
、
宮
下
貴
之
、

黒
沢
紀
史
、
上
原
浩
治
、
鈴
木
宣
弘
、

髙
橋
和
広
、
竹
内
勇
二
、
小
菅
智
宏
、

新
井　

登
、
久
保
勝
博
、
髙
野
宏
昭
、

岩
﨑
祐
二
、
竹
内
英
二
、
飯
塚
俊
和
、

加
藤
康
孝
、
彦
久
保
敬
弘
、
黒
澤
元
国
、

千
島
和
広
、
坂
井　

明
、
加
藤　

勝
、

三
上
泰
一
、
根
津
修
一
、
黒
澤
政
史
、

浅
海
修
一
、
中
原　

信
、
新
井
正
敏
、

小
池
孝
治
、
加
茂
下
幹
彦

１
秘
書
課
☎
22

－

２
２
０
１

久
保
忠
太
郎
、
新
井　

豪
、
斎
藤
捷
栄
、

加
藤
康
之
助
、
茂
木
安
敏
、
小
澤
三
郎
、

新
井
德
弘
、
磯
田
守
弘
、
江
田
篤
弘
、

黒
澤
與
四
郎(

※
４
月
１
日
付)

、加
藤　

進
、

加
藤
勝
市
、
靏
見
育
勇
、
小
林　

進
、

井
隝
二
三
八
、
竹
内
榮
一
、
中
村
善
治

澤
山
英
雄
、
小
野
田
陽
一
、
原
島
紀
幸
、

福
島
孝
紀
、
萩
原
雅
浩
、
粂　

祥
晴
、

斉
藤
昌
之
、
浅
見　

健
、
鈴
木
茂
久
、

福
本
将
信
、
金
子　

豊
、
堀
口
剛
志
、

堀
口
忠
寿
、
勝
又
弘
一
郎
、
萩
原
一
弘
、

八
木
今
朝
美
、
黒
沢
知
也
、
浅
見　

崇
、

大
久
保
雅
紀
、
若
林　

啓
、
荒
舩
史
明
、

栗
島
重
夫
、
浅
見
能
男
、
若
林　

貴
、

青
山
友
昭
、
堀
口
真
吾
、
逸
見
英
樹
、

岩
田
直
史
、
新
井
恒
男
、
坂
本　

信
、

林　

孝
治
、
丸
山
菊
夫
、
小
池
淳
一
、

引
間
光
一
、
井
上
一
浩
、
相
馬
由
貴
夫
、

肥
土
英
夫
、
小
林
政
明
、
千
島
行
久
、

出
浦
正
幸
、
江
田　

聡
、
坪
井
俊
典
、

小
池　

博
、
千
島　

修
、
福
嶋
大
祐
、

田
代
恵
一
、
勅
使
河
原
創
、
二
木
智
則
、

浅
賀
康
祐
、
家
内
政
和
、
高
橋
崇
剛
、

自
治
功
労
者（
地
方
自
治
の
振
興

に
貢
献
し
功
績
顕
著
な
方
）

消
防
功
労
者（
消
防
団
員
と
し
て

防
火
等
に
貢
献
し
功
績
顕
著
な
方
）

③
生
活
保
護
受
給
中
で
な
い
こ
と

配
分
金
額　

小
学
校
：
１
人
１
５
，０
０
０
円

　
　
　
　

中
学
校
：
１
人
２
０
，０
０
０
円

２
「
地
域
配
分
」
と
同
様

対　

象　

次
を
す
べ
て
満
た
す
団
体

①
平
成
23
年
４
月
以
前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
始
め
、
市
内
の
地
域
、
施

設
で
活
動
を
す
る
団
体
で
、
会
員
３

人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
秩
父
市
お
よ
び
社
協
か
ら
補
助
金
・

助
成
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

③
平
成
20
年
度
〜
平
成
22
年
度
当
配
分

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

配
分
金
額　

一
団
体
１
０
，０
０
０
円
以
内

２
平
成
24
年
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
申
請

書
を
本
会
各
事
務
所
に
提
出

対　

象　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
世
帯

①
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
証
明
・

罹り

災
証
明
を
受
け
て
い
る
こ
と

②
12
月
１
日
現
在
、
市
内
に
在
住
し
、

今
後
１
か
月
以
上
居
住
す
る
見
込
み

で
あ
る
こ
と

配
分
金
額　

１
世
帯
１
０
，
０
０
０
円

２
平
成
24
年
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
申
請

書
お
よ
び
必
要
書
類
を
本
会
各
事
務
所

に
提
出

１
秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
事
務
所

　

秩
父
☎
22

－

１
５
１
４

　

吉
田
☎
77

－

１
１
７
７

　

大
滝
☎
55

－

０
８
４
７

　

荒
川
☎
54

－

２
９
６
８

対　

象　

次
を
す
べ
て
満
た
す
世
帯

①
生
活
困
窮
状
態
が
著
し
い
こ
と

② 

世
帯
構
成
者
全
員
が
平
成
23
年
度
市

県
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

③
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と

※ 

生
活
保
護
世
帯
、
施
設
・
病
院
等
に

入
所
（
入
院
）
の
方
は
対
象
外
で
す
。

配
分
金
額　

１
世
帯
１
０
，
０
０
０
円

２
平
成
24
年
２
月
24
日
㈮
ま
で
に
申
請

書
等
を
本
会
各
事
務
所
ま
た
は
居
住
地

区
の
民
生
委
員
に
提
出

対　

象　

次
を
す
べ
て
満
た
す
世
帯

① 
市
内
居
住
で
、
ひ
と
り
親
世
帯
（
祖

父
母
と
の
同
居
を
除
く
）
か
、
父
母

の
な
い
子
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

で
、
子
が
平
成
24
年
４
月
に
小
中
学

校
に
入
学
予
定
で
あ
る
こ
と

②
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

　

11
月
９
日
、「
平
成
23
年
度
市
政
功
労
者
表
彰
式
」が
行
わ
れ
、
市
政
伸
展
の

た
め
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
功
労
を
た
た
え
、
市
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

市
政
伸
展
の
功
労
者
148
人
を
表
彰

地　

域　

配　

分

ひ
と
り
親
世
帯

小
中
学
校
新
入
学
支
度
金

地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
配
分

東
日
本
大
震
災
見
舞
金
配
分



年
末
年
始

期
間
中
の

業
務
案
内

業務内容・施設名 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

ごみの収集業務
※収集地区および日程は「ごみカレンダー」でご
確認ください。

ごみの持込み
※受付時間＝午前９時～正午、午後１時～４時

１可燃ごみ：秩父クリーンセンター（☎２４－８０５０）／不燃ごみ：秩父環境衛生センター（☎２３－８９２１）

火葬業務

通夜施設

霊柩車業務

１秩父斎場☎23－１６７８

し尿収集業務(▲：正午まで/■：受付のみ) ▲ ■

※年内のし尿収集を希望される方は12月16日㈮までに各地区を担当する収集業者に直接お申し込みください。
※浄化槽の清掃、汚泥運搬業務の依頼は、計画的に余裕をもって清掃・運搬業者へ直接依頼してください。
１生活衛生課☎２５－５２０２／清流園☎５４－０２３２

市立病院(▲：救急当番) ▲ ▲

大滝国民健康保険診療所（内科、歯科）　（▲：内科のみ） ▲ ▲

中村・宮地児童館

キッズパーク

ふれあいセンター

福祉女性会館

いきがいセンター

高齢者憩いの家

下郷・影森・高篠福祉交流センター

老人福祉センター渓流荘

大滝老人福祉センター

各公民館・勤労青少年ホーム

芸術文化会館

大滝歴史民俗資料館

荒川歴史民俗資料館

浦山歴史民俗資料館／武甲山資料館

吉田石間交流学習館

温水プール

文化体育センター

その他の体育施設

聖地公園管理事務所

吉田元気村

ちちぶ銘仙館

秩父まつり会館

道の駅　ちちぶ

道の駅　龍勢茶屋

秩父事件資料館・龍勢会館

道の駅　大滝温泉（遊湯館、郷路館）

道の駅　あらかわ

　

何
か
と
慌
し
い
年
末
年
始
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
関
係
の
深
い
窓
口
業
務
は
毎
年
大
変
混

雑
し
ま
す
。
手
続
き
等
は
お
早
め
に
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
市
役
所
、
吉
田
・

大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
お
よ
び
各
出
張
所
等
は
、
左
表
の
業
務
内
容
や
施
設
を
除
き
、
原

則
と
し
て
12
月
29
日
㈭
か
ら
１
月
３
日
㈫
ま
で
６
日
間
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
期
間
の
市
役
所（
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
）の
休
日
窓
口
に
つ
い
て
は
24

ペ
ー
ジ
の「
平
日
夜
間
・
最
終
日
曜
日
・
休
日
窓
口
」記
事
を
、
納
税
に
つ
い
て
は
下
記
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
31
日
㈯
、
１
日（
日
・
祝
）に
つ
い
て
は
休
日
窓
口
業
務
を
実
施
せ
ず
、

警
備
員
の
み
が
配
置
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
水
道
部
で
は
、
休
業
期
間
中
の
水
道
の
使
用
申

し
込
み
や
使
用
中
止
届
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年末納税窓口を開設します
と　き
12月29日㈭・30日㈮
午前８時30分～正午・
午後１時～５時
ところ
歴史文化伝承館
１階収納課
１収納課☎２２－２２１０

たばこのポイ捨て・歩きたばこは止めましょう！
たばこは喫煙所で！　携帯灰皿といっしょにマナーと良心を携帯しましょう

休

休

休 休

休

休

休

休

休

休

休

休 休

休

休

休

休 休

休

休 休

休

休 休

休 休

休 休

休 休

休

休

休

休

休

休 休

休 休

休

休 休

休

休

休 休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休
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９ 不利益処分に関する不服申立ての状況
　係属事案はなく、平成22年度に新たな不服申立てはありませ
んでした。

2011年12月号 10

２ 職員の任免および職員数に関する状況
⑴職員採用試験の状況（平成22年度） （人）

受験区分 応募者 受験者 １次合格者 最終合格者

一般事務職 78 68 14 6

一般事務職（土木技師） 2 2 0 0

一般事務職（建築技師） 4 4 1 0

職務経験者
（一般事務職・土木技師・建築技師） 4 4 2 1

計 88 78 17 7

⑵職員の退職の状況(H22.４.１～H23.３.31) （人）
定年退職 勧奨退職 普通退職 その他
16 6 10 10

⑶一般行政職級別職員数の状況（平成23年４月１日現在） （人）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級

計標準的な
職務内容 主事補 主　事 主　任 主　査 主　幹 課　長 次　長 部　長

職員数 11 31 50 131 51 83 31 18 406
構成比 2.7% 7.6% 12.3% 32.3% 12.6% 20.5% 7.6% 4.4% 100%

泫　１　秩父市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

⑷定員管理の状況
①　部門別職員数の状況（各年４月１日現在） （人）

区分
部門

職　　　員　　　数 対　前　年
増　減　数平成22年 平成23年

一
般
行
政
部
門

議 　 　 　 会 6 6 0
総 　 　 　 務 117 117 0
税 　 　 　 務 34 33 ▲ 1
民 　 　 　 生 109 102 ▲ 7
衛 　 　 　 生 63 61 ▲ 2
労 　 　 　 働 1 1 0
農 林 水 産 23 20 ▲ 3
商 　 　 　 工 19 21 2
土 　 　 　 木 81 78 ▲ 3
小 　 計 453 439 ▲14

特行
別政

教 　 　 育 99 94 ▲ 5
小 　 計 99 94 ▲ 5

公
営
企
業
等

病 　 　 院 173 175 2
水 　 　 道 30 29 ▲ 1
下 水 道 17 17 0
そ の 他 25 25 0
小 　 計 245 246 1
合　　　計 797 779 ▲18

泫　 職員数は一般職に属する職員数（教育長含む）であり、地方公務員の身分を保有
する休職者、派遣職員などを含み、臨時および非常勤職員を除いています。

３ 勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴勤務時間の概要（標準的なもの） （平成23年４月１日現在）
開始時刻 休憩時間 終了時刻 １日の勤務時間 1週間の勤務時間

午前８時30分 正午～午後１時 午後５時15分 ７時間45分 38時間45分

泫　勤務の特殊性により、上記と異なる勤務時間が運用される場合があります。

⑵年次有給休暇の取得状況（平成22年）
平均取得日数 11.1日

⑶育児休業等の取得状況
育児休業 部分休業
11人 4人

※平成22年度中に新たに育児休業等を取得した職員数です。

⑷特別休暇の概要
休暇の原因 付与日数

産前産後休暇
出産予定日６週間（多胎妊娠の場合は、14週間）
前（出産予定日を含む）から産後８週間（出産
日の次の日から）を経過するまでの期間

生後1年に達しない子を育てる場合 １日２回それぞれ30分間
忌引の場合 10日以内でそれぞれ定める期間
妻の出産 ３日の範囲内でその都度必要と認められる期間
小学校就学の始期に達するまでの子を看護する場合 一の年において５日の範囲内で必要と認められる期間
骨髄提供のために必要な検査、入院等をする場合 その都度必要と認められる期間

泫　上記は主なものであり、その他、結婚休暇、ボランティア休暇などがあります。

４ 職員の分限および懲戒処分の状況
内容および人数

分 限 処 分 休職処分　３人
懲 戒 処 分 なし

５ 職員の服務の状況（平成22年度）
許可件数 主な理由

職 務 専 念 義 務 免 除 146 研修、厚生事業等

６ 職員の研修および勤務成績の評定の状況
⑴職員の研修の概要（平成22年度）

区　　　分 修了者数（人） 主　な　内　容
自 主 研 修 34 自主研究グループ研修など
職 場 研 修 5 OJTモデル研修

職場外研修
集合研修 928 新規採用職員研修、課長級研修、グッドマナー研修など
派遣研修 47 自治人材開発センター、自治大学校など

⑵職員の人事評価の概要（平成22年度）
区　　　分 内　　　　容

評定の回数・時期 毎年１回・２月１日を基準日とする
対 象 職 員 全職員（特別職、休職者および臨時職員等を除く）

評 定 の 方 法 ①業績に関する評価、②態度に関する評価、③知識・技能、理
解力、創意工夫、表現・応対力等の能力に関する評価を行う

泫　 この評定結果は、人事異動（昇任等）および管理職のみ昇給や勤勉手当の支給額
に反映をしています。

７ 職員の福祉および利益の保護の状況
⑴福利厚生制度の概要

内　　　容

短 期 給 付 職員と被扶養者の病気・けが・出産・死亡・休業または災
害に対する給付

長 期 給 付 職員の退職・障害・死亡に対して行なう年金または一時金
の給付

福 祉 事 業 健康の保持増進事業など

⑵公務災害の認定状況（平成22年度）
認定件数

公 務 災 害 11
通 勤 災 害 0

８ 勤務条件に関する措置の要求の状況
　係属事案はなく、平成22年度に新たな措置要求はありません
でした。



１ 職員給与の状況
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秩父市人事行政の運営状況などを公表！秩父市人事行政の運営状況などを公表！
　「秩父市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職員の給与や勤務条件、研修や福利厚生等につ
いて、主に平成22年度の状況を公表します。
　なお、詳しくは市ホームページに掲載しているほか、人事課（歴史文化伝承館５階）でご覧いただくことができます。
１人事課☎２２－２２０７

⑴ 人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（平成22年度末） 歳出額　A  実質収支 人件費　B 人件費率 

(B/A)
平成
22年度

平成23年３月31日
68,059人

千円
27,996,085

千円
1,793,140

千円
4,415,488

％
15.8 

泫　人件費には、特別職等に支給される給料、報酬等を含みます。

⑵ 職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分 職員数
A

給　　　与　　　費 一人当たり給与費
B/A給　料 職員手当 計　B

平成
23年度   535人 2,076,348千円 1,103,392千円 3,179,740千円 5,943千円

泫　１　職員手当には退職手当を含みません。
　　２　給与費は当初予算に計上された額です。

⑶ 職員の平均給料月額および平均年齢状況（平成23年４月１日現在）
　①一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
秩父市 43.4歳 331,427円 384,491円 355,389円
国 42.3歳 327,205円 －円 397,723円

　②技能労務職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
秩父市 53.1歳 303,715円 318,449円 309,959円
国 49.5歳 283,862円 －円 321,662円

泫　１ 　「平均給料月額」とは、平成23年４月１日現在における各職種ごとの職員の
基本給の平均です。

　　２ 　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時
間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給
与実態調査において明らかにされているものです。

　　　 　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間
外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国
家公務員と同じベースで再計算したものです。

⑷職員の初任給の状況（平成23年４月１日現在）

区　　分
秩　　父　　市 国

初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

一般行政職
大学卒 172,200円 185,800円 172,200円 185,800円
高校卒 140,100円 149,800円 140,100円 149,800円

⑸職員の経験年数別・学歴別平均給料額の状況(平成23年４月１日現在)
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 257,600円 300,771円 349,371円
高校卒 (※1) 217,517円 (※2) 267,700円 294,133円

※１　経験年数９～11年の職員の平均額を記載しています。
※２　経験年数15～16年の職員の平均額を記載しています。

⑹特別職の報酬等の状況（平成23年４月１日現在）
区　　　分 給　料　月　額　等

給　　料
市 長 440,000円※
副 市 長 674,100円※

報　　酬
議 長 412,000円 
副 議 長 361,000円 
議 員 343,000円 

期末手当

市 長

副 市 長

(平成23年度支給割合)
６月期 1.90月分
12月期 2.05月分
計 3.95月分

議 長

副 議 長

議 員

(平成23年度支給割合)
６月期 1.90月分
12月期 2.05月分
計 3.95月分

退職手当
(算定方式) (支給時期)

市 長 給料月額×在職月数×0.4025
任期毎

副 市 長 給料月額×在職月数×0.2415

※平成21年７月１日から特例減額

⑺職員手当の状況
①期末・勤勉手当（平成22年度） ②退職手当（平成２２年度）

秩　父　市 秩　父　市
１人当たり平均支給額（平成22年度）

1,383千円
(支給率) 自己都合 勧奨 ･定年
勤続20年 23.5月分 30.55月分
勤続25年 33.5月分 41.34月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置　定年前早期退職
　　　　　　　　　特例措置
　　　　　　　　　（2%～20%加算）

１人当たり平均支給額
　　　　　（自己都合） 6,083千円
　　　　　（勧奨・定年） 23,143千円

（平成22年度支給割合）
 期末手当 勤勉手当
 2.75月分 1.4月分
 (1.5) 月分 (0.7) 月分
（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　　　５％～20％

泫 （　）内は、再任用職員に係る支給割合
です。

③特殊勤務手当（平成22年度）

支給実績（平成22年度決算）
754千円

51,410千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成22年度決算）
21,577円
439,404円

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成22年度） 19.5％
手当の種類（手当数） 20種類

＜主な特殊勤務手当＞

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する
支給単価

高電圧業務手当 高電圧業務に従事した職員 高圧の機械器具、電線に接近して行
う保守に関する業務 日額230円

公害調査手当 生活衛生課等に勤務する職員 公害防止のため不快な場所において
行う調査または取締に関する業務 日額400円

泫 　支給実績と支給職員1人当たり平均支給年額の下段は、市立病院および大滝国保
診療所に勤務する医師と看護師に対する支給実績、上段は、それ以外の職員に対す
る支給実績です。

④時間外勤務手当（平成22年度）

支給実績（平成22年度決算） 115,293千円
職員１人当たり平均支給年額（平成22年度決算） 144,659円

泫　夜間勤務手当および休日勤務手当を含みます。

⑤その他の手当（平成22年度）

手当名 内容および支給単価 支給実績
（平成22年度決算）

支給職員１人当た
り平均支給年額

（平成22年度決算）

扶養手当

①配偶者 13,000円
②配偶者以外
　・１人につき 6,500円
　　（配偶者なしの場合、そのうちの１人は11,000円）
③満16歳から22歳までの子1人につき 5,000円加算

88,522千円 259,595円 

住居手当

①借家・借間
　家賃に応じて月額27,000円以内
②持家　月額　2,000円
　 ただし、新築または購入した住宅に係るも
のは、新築または購入の日から起算して5
年間は月額3,500円

37,958千円 111,641円 

通勤手当

①交通機関（鉄道等）利用者　運賃相当額
　（最高限度55,000円）
②交通用具（自動車等）利用　距離に応じた額
　（最高限度24,500円）

33,767千円 58,725円 

管理職手当

①部長、総合支所長等 80,000円
②次長等 68,000円
③課長、所長等 55,000円
④主席主幹 50,000円
⑤主幹 40,000円

169,142千円 606,243円 

宿日直手当

一般の宿日直、災害発生等に対処するため
の勤務および入院患者の病状の急変等に対処
するための医師の勤務に支給　→6,000円～
42,000円

26,438千円 102,427円 

泫　上記のほか、初任給調整手当、夜間勤務手当、休日勤務手当があります。

節電にご協力をお願いします
電化製品はこまめにスイッチオフを！ 普段使わないプラグは抜いておきましょう



公共工事の入札結果（税込500万円以上）

入札
契約
方法

契約日
【完成予定】

事　　業　　名
【事業場所】

予定価格
【契約金額】
（税込／円）

率
※ 契約業者 工事担当課

指
名
競
争
入
札

10月21日
【１月】

吉田共同調理場解体工事
【下吉田3912番地】

5,722,500
【5,124,000】 89.54% ㈲ナカケン 建築住宅課

☎26－6869

10月21日
【１月】

森林管理道女形線改良工事
【上吉田地内】

9,975,000
【8,164,800】 81.85% ㈱新井建設 吉田・地域振興課

☎72－6083

10月21日
【３月】

大達原第１地区・大達原
第２地区・強石第４地区
地籍調査業務委託
【大滝地内】

7,875,000
【7,455,000】 94.67% 秩父測量設計㈱ 大滝・地域振興課

☎55－0861

10月28日
【12月】

テニスハードコートク
ラック補修工事
【秩父ミューズパークス
ポーツの森地内】

5,953,500
【5,953,500】 100.00%

長谷川体育施設㈱
埼玉営業所

都市計画課
☎26－6867

随
意
契
約

10月21日
【３月】

秩父市道路台帳補正作業
委託
【旧秩父市全域】

10,248,000
【9,975,000】 97.34%

東武計画㈱
関東支社

道路管理課
☎26－6861

10月28日
【３月】

カエデ植栽事業業務委託
【定峰地内】

7,812,000
【7,665,000】 98.12% 秩父広域森林組合 森づくり課

☎22－2369

※印：指名競争入札は「落札率」、随意契約は「契約率」を表します。
１工事の内容…表中の工事担当課、契約関係…契約課☎２５－５２１６

　相生町会では、財団法人自治総合センター
が実施している平成23年度宝くじ助成を受け
て、屋台囃子の演奏に必要な太鼓等を購入し
ました。
　この事業は、宝くじの売上金の一部を原資
として、地域のコミュニティの健全な発展を
図る各種活動を支援するためのものです。
１総務課☎２２－２２５１

コミュニティ助成事業で
太鼓を購入

民生委員･児童委員のご紹介
　10月１日付で、次の方が厚生労働大臣なら
びに埼玉県知事から民生委員･児童委員に委
嘱されましたのでお知らせします。
浅見義雄（黒谷・和銅地区）☎２３－６５８５
１社会福祉課☎２５－５２０４
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表１　大滝地域の放射線量測定結果
測定地点名 地上から

の高さ　 11/２ 11/15 11/22

大陽寺駐車場
0cm 0.125 0.115 0.114 
50cm 0.103 0.096 0.110 
100cm 0.105 0.110 0.112 

川又観光トイレ
0cm 0.132 0.141 0.141 
50cm 0.129 0.133 0.130 
100cm 0.124 0.137 0.130 

川又：入川橋付近
0cm ― 0.127 0.169 
50cm ― 0.129 0.149 
100cm ― 0.125 0.132 

栃本消防団詰所
0cm 0.156 0.156 0.153 
50cm 0.131 0.129 0.129 
100cm 0.128 0.126 0.115 

滝沢サイクルパーク
0cm 0.138 0.140 0.139 
50cm 0.118 0.116 0.129 
100cm 0.110 0.121 0.120 

中津川こまどり荘
0cm 0.085 0.091 0.089 
50cm 0.080 0.086 0.085 
100cm 0.088 0.082 0.086 

仏石山トンネル付近
0cm ― 0.132 0.126 
50cm ― 0.121 0.111 
100cm ― 0.105 0.113 

三峰駐車場
0cm 0.104 0.098 0.106 
50cm 0.090 0.089 0.101 
100cm 0.096 0.094 0.094 

表２　市内放射線量測定結果
施　設　名 地表から

の高さ　 11/７ 11/14 11/21

市役所本庁舎

0cm 0.097 0.097 0.104 
50cm 0.088 0.078 0.091 
100cm 0.083 0.083 0.069 
150cm 0.076 0.078 0.082 

吉田総合支所

0cm 0.101 0.073 0.083 
50cm 0.081 0.071 0.074 
100cm 0.076 0.070 0.070 
150cm 0.075 0.070 0.076 

大滝総合支所

0cm 0.075 0.087 0.098 
50cm 0.071 0.079 0.076 
100cm 0.067 0.077 0.070 
150cm 0.072 0.069 0.069 

荒川総合支所

0cm 0.108 0.101 0.101 
50cm 0.096 0.089 0.097 
100cm 0.094 0.094 0.089 
150cm 0.083 0.078 0.080 

※単位：マイクロシーベルト毎時
※簡易測定器による測定のため、あくまでも参考値です。
※使用測定器：「環境放射線モニタ Radi PA-1000」
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料
と
し
て
提
供
す
る
薪
の
販
売

実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
を

受
け
て
、
全
国
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

へ
の
考
え
が
高
ま
り
、
今
年
の
冬
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
で
あ
る

薪
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
薪
ス
ト
ー
ブ
が
あ
る
け
ど
薪
の
調

達
に
困
っ
て
い
る
」「
風
呂
焚
き
に
薪

が
あ
れ
ば
な
ぁ
」
な
ん
て
考
え
て
い
る

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。

提
供
す
る
薪　

乾
燥
さ
せ
た
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
（
針
葉
樹
）

※ 

針
葉
樹
の
薪
の
特
徴
は
、
く
べ
る
と

簡
単
に
火
が
点つ

く
と
こ
ろ
。
す
ぐ
に

温
ま
り
た
い
と
き
に
は
最
適
で
す
。

火
持
ち
の
こ
と
も
考
慮
し
、
大
割
り

針
葉
樹
の〝
薪ま

き

〞販
売
実
験
中
！

の
薪
も
混
ぜ
て
提
供
し
ま
す
。

販
売
日　

毎
週
火
曜
日
、
金
曜
日
の
各

日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
祝
日
お
よ

び
年
末
年
始
は
除
く
）

販
売
期
間　

平
成
24
年
３
月
30
日
㈮
ま
で

※ 

原
則
と
し
て
、
購
入
希
望
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
要
予
約
（
☎
０
８
０

－

２
６
７
３

－
２
７
６
６
）

販
売
方
法　

目
安
と
な
る
販
売
価
格
を
提

示
し
ま
す
の
で
、
購
入
さ
れ
る
方
が
価

格
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
支
払
っ
た
代
金
は
、
森
林
等

の
整
備
に
役
立
て
る
た
め
の
寄
附
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

薪
の
配
達
は
行
い
ま
せ
ん
。
木
質
燃

料
セ
ン
タ
ー
（
秩
父
広
域
森
林
組
合

木
材
セ
ン
タ
ー
内
・
寺
尾
２
７
１
８

－

１
）
に
て
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

１
環
境
立
市
推
進
課
☎
22

－

２
３
７
８

秩父市環境市民会議の愛称
“ちちぶエコ会議”に決定！

　平成22年７月から始まった秩
父市環境市民会議は、これまで
に５回開催され、多くの皆さん
にご参加いただいています。
　市では、この会議が市民の皆
さんに親しまれ、参加しやすい
会議にするため、愛称を募集し
ました。
　作品は、小学１年生の子ども
から70歳の方まで幅広い年齢層
の方から寄せられ、応募点数は
331点にのぼりました。
　審査の結果、大野奈穂さん（影
森中２年）の作品「ちちぶエコ
会議」が選ばれ、10月15日の環
境フェスタちちぶ2011において
表彰されました。
　多くの皆さんにご応募いただ
き、誠にありがとうございまし
た。
１環境立市推進課
　☎２２－２３７８

12月18日㈰に定峰地区の民有林にて薪拾い作業を行います。薪拾いボランティア募集中！ 
詳しくは環境立市推進課（☎２２－２３７８）まで13

箱（要返却）に入れて提供します



持田　真
ま

衣
い

 ちゃん
「ニッコリ笑顔♡」
 （大野原）

引間　美
み

羽
う

 ちゃん
「お外が大好き !!

上手に歩けるよ☆」
（中村町）

加藤羽
は

都
づ

希
き

 ちゃん
「小さな小さな小学生^0^」

（下影森）

前久保　慶
けい

 くん
「じぃちゃんの

スイカ大好き♡」
（上町）

応募方法
　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686  熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

※短歌、俳句の応募は、毎月末までに、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（12月締切り分→２月号に掲載）
　１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。投稿の際、住所・氏名・ふりがなを、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

2011年12月号 14

短

歌

新
井　

悦
子　

選

樫か
し

の
実
の
か
る
が
る
落
ち
て
秋
更
け
ぬ
ど
ん
ぐ
り
独こ

楽ま

を
ひ
孫
に
作
る

中
村
町

岩
田
巻
太
郎

夏
と
秋
行
き
交
う
変
り
目
我
が
家
に
は
扇
風
機　

炬
燵
し
か
と
居
並
ぶ

上
吉
田

中
島
美
智
子

が
っ
く
り
と
頭

こ
う
べ

落
し
て
向
日
葵
は
灼
熱
の
夏
の
戦
い
終
え
る

吉
田
久
長

関　
　

憲
治

口
上
の
声
朗
々
と
空
渡
り
龍
勢
へ
の
期
待
い
よ
よ
膨
ら
む

吉
田
久
長

齋
藤　

大
仙

新
米
を
ひ
と
口
食
べ
て
感
無
量
こ
と
し
は
特
別
な
東
北
の
米

中
村
町

久
保　

克
彦

蚕こ

飼が

い
止
め
畑
の
邪
魔
と
切
る
桑
が
涙
の
如
き
樹
液
を
こ
ぼ
す

上
吉
田

山
口　

富
江

今
ま
で
の
楽
し
き
仕
事
と
聞
か
れ
た
ら
迷
わ
ず
返
す
「
農
業
試
験
場
」

下
影
森

江
田　

清
二

職
退
き
て
二
十
七
年
た
つ
今
も
ノ
ル
マ
達
成
な
ら
ぬ
夢
み
る

中

町

内
田　

定
男

し
の
ぎ
よ
き
季
節
と
な
る
も
わ
が
予
定
立
て
る
も
な
ら
ず
再
検
査
ま
つ

山

田

大
嶌　

映
子

る
り
色
の
菖
蒲
咲
き
お
り
休

や
す
み

田だ

に
季
節
は
ず
れ
て
枯
草
の
中

下
吉
田

小
林
み
ち
子

（
評
）
岩
田
さ
ん
、
秋
の
夜
長
、
ひ
孫
の
た
め
に
ど
ん
ぐ
り
独
楽
を
作
る
作
者
の
姿
が
浮
か
び
上
り
ま
す
。
中
島
さ
ん
、
日
常
生

活
の
一
コ
マ
を
と
ら
え
て
一
首
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
秩
父
地
方
で
は
、
ど
こ
の
家
で
も
見
ら
れ
た
光
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

関
さ
ん
、
向
日
葵
の
花
の
歌
は
よ
く
見
ま
す
が
、
花
の
終
わ
り
に
焦
点
を
当
て
て
一
首
に
し
た
の
は
珍
し
い
で
す
。
齋
藤
さ
ん
、

青
空
に
渡
る
口
上
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
一
首
。
龍
勢
が
昇
る
の
を
待
つ
作
者
の
、
ま
た
見
物
人
の
胸
の
高
ぶ
り
を
伝
え

て
い
ま
す
。
久
保
さ
ん
、風
評
被
害
で
東
北
の
お
米
が
敬
遠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
一
口
一
口
味
わ
い
な
が
ら
食
べ
る
作
者
で
す
。

俳

句

竹
内
弥
太
郎　

選

柿
を

ぐ
山
の
入
り
日
を
追
ふ
や
う
に

下
影
森

江
田　

清
二

花
紫
苑
長た

け
て
寄
る
辺
の
な
か
り
け
り

中
宮
地
町

荻
野　

佳
子

電
柵
を
張
り
し
夕
べ
や
蚯み

み
ず蚓

鳴
く

吉
田
久
長

齋
藤　

大
仙

地
に
散
り
て
金
木
犀
の
な
ほ
香
る

上
吉
田

山
口　

富
江

路
地
裏
も
裸
灯
つ
ら
ね
て
秋
祭

黒

谷

中
村　

美
代

コ
ン
バ
イ
ン
の
音
に
深
ま
る
秋
を
知
る

大
野
原

坂
本　

公
平

紅
葉
散
る
道
な
つ
か
し
く
踏
み
て
生
く

東

町

井
上　

幸
子

魅
せ
ら
れ
て
コ
ス
モ
ス
一
つ
胸
に
插さ

す

上

町

浜
田　

愛
子

夏
帽
子
だ
け
が
見
え
て
る
園
児
バ
ス

山

田

大
嶌　

映
子

山
鳩
の
鳴
き
声
沁し

み
る
秋
の
墓
地

山

田

浅
見　

光
子

（
評
）
清
二
さ
ん
の
作
、
柿
を
採
り
な
が
ら
秋
の
日
暮
を
詠
い
座
五
に
発
見
を
見
せ
ま
す
。
佳
子
さ
ん
の
作
、
花
紫
苑
を
通
し

て
人
び
と
の
交
友
の
世
界
を
も
表
白
し
て
い
ま
す
。
大
仙
さ
ん
の
作
、
実
際
に
は
鳴
か
な
い
蚯
蚓
の
声
を
胸
に
秘
め
、
動
物
を

遠
ざ
け
る
寂
寥
感
を
描
き
ま
し
た
。
富
江
さ
ん
の
作
、
金
木
犀
の
香
り
の
深
さ
を
「
地
に
散
り
て
」
の
措
辞
で
表
白
し
ま
し
た
。

美
代
さ
ん
の
作
、
路
地
裏
の
秋
祭
を
裸
灯
に
象
徴
し
、
公
平
さ
ん
の
作
で
は
、
深し

ん

秋し
ゅ
うを

窺
う
か
が

う
コ
ン
バ
イ
ン
に
心
を
集
中
さ
せ
て

い
ま
す
。
幸
子
さ
ん
は
生
き
る
心
の
韻ひ

び

き
、
愛
子
さ
ん
の
自
然
に
親
し
む
心
、
映
子
さ
ん
・
光
子
さ
ん
の
発
見
の
心
が
素
敵
で
す
。

も
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市ホームページ版「ちちぶトピックス」もぜひご覧ください！

▲ 知事から表彰を受ける高橋浩美さん（写真
上）と故・小嶋登さんの長男 直樹さん（下）

　11月20日、太田地区を会
場に第50回秩父駅伝競走大

会が

行われ、中学生から一般ま
で幅広い年齢層の選手613

人が

熱いレースを展開しました
。今回は、現在の日本駅伝

界の

権威であり、箱根駅伝の最
高責任者でもある青葉昌

よし

幸
ゆき

氏

（県立秩父農工科学高校出
身）から優勝カップをご贈

呈い

ただいたことを受け、「第1
回青葉昌幸杯」も新たに加

わっ

ての開催となりました。

　今や全国で歌われるようになった
秩父生まれの卒業ソング「旅立ちの
日に」。その作詞者である故・小嶋
登さん（元 影森中学校長）と、作曲
者の高橋浩美さん（元 影森中学教
諭）に、その功績を讃えて、県から
「彩の国特別功労賞」が贈られました。
　11月14日の県民の日に行われた表
彰式では、歌が誕生した影森中学校
の現３年生全生徒90人が会場にかけ
つけ、高橋さんの指揮のもと「旅立
ちの日に」を合唱し、感動的な歌声
が会場に響きわたりました。

　10月30日、吉田取方総合運動
公園において「吉田よいとこ祭」
が開催されました。この日は時
折雨に降られましたが、ステー
ジでは文化団体連合会等の発表、
秩父屋台囃子、歌謡ショーなど
で会場を沸かせたほか、合わせ
て第11回花のコンクールの表彰
式も行われました。また、会場
には子どもたちが大好きなフワ
フワやミニ電車も登場し、大勢
の家族連れで賑わいました。

　大滝地域では、奥秩父大滝紅葉まつりの期間中、三峰や中津川など紅葉の名所を中心に多くのイベントを開催しました。三峰・神領民家付近を中心に行われた「音いろ ひといろ 紅葉色」では、秩父銘仙の着物に身を包んだ25人の女性のお茶会や歌、サックス演奏、八丈太鼓の披露などの温かいおもてなしとともに、赤や黄色に彩られた紅葉の風景が訪れた人の心を魅了しました。

音いろ　ひといろ　紅葉色

　11月12日、吉田小学校を会場に、「理科おもしろ実
験教室」が開催されました。東京理科大学の学生さん
が先生を務め、「電気をためてみよう　コンデンサー
のしくみ」をテーマに、手作りの実験装置でＬＥＤ（発
光ダイオード）を光らせたり、電子オルゴール、模型
自動車を動かして電気のしくみを楽しく学びました。

先
生
、理
科
っ
て
楽
し
い
ね
！

　11月12日、13日、荒川贄川で「贄川宿秋の縁側展」
が開催されました。江戸の昔より三峯神社への参拝
者の宿場として栄え、今もその名ごりを残す贄川地
区の縁側で、今年も絵画・写真等が展示されました。
紅葉も見ごろを迎える中、小春日和に誘われて多く
の人で賑わっていました。

風情あるかつての宿場町で秋の芸術

仲間のもとへ歓喜のゴール
！

吉田をまるごと楽しむ「吉田よいとこ祭」

「旅立ちの日に」で彩の国特別功労賞
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継
続
し
て
１
年
以
上
市
内
に
事
業
所

等
（
法
人
は
本
社
）
を
有
し
、
同
一
事

業
を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
を
対
象

と
し
た
融
資
制
度
で
す
。
年
１
・
75
％

の
利
率
で
融
資
が
受
け
ら
れ
、
利
子
補

給
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
産
業
労
働
者
住
宅
資
金
貸
付
制
度

　

事
業
所
に
継
続
し
て
２
年
以
上
勤
務

し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
、
市
内
の
居

住
用
住
宅
の
新
築
・
増
改
築
等
に
利
用

で
き
る
融
資
制
度
で
す
。
有
担
保
で
年

１
・
８
６
５
％
、
無
担
保
で
年
２
・
３
％

の
利
率
で
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
失
業
者
等
生
活
支
援
資
金
貸
付
制
度

　

市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
失

業
者
の
生
活
維
持
、
ま
た
は
就
労
者
の

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
等
に
利
用
で
き

る
融
資
制
度
で
す
。
利
子
や
信
用
保
証

料
は
市
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

１
商
工
課
☎
25

－

５
２
０
８

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、

退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

を
探
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
に
林
業
の
仕
事
を
し
て

い
た
際
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し

て
い
た
か
解
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お

調
べ
し
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３

－

５
４
０
０

－

４
３
３
４

　

展
示
室
１
・
２
・
３
の
貸
出
し
を
平
成

24
年
１
月
４
日
㈬
か
ら
再
開
し
ま
す
。

（
予
約
受
付
開
始
は
12
月
20
日
㈫
か
ら
）

※ 

利
用
日
の
６
か
月
前
か
ら
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
。

１
芸
術
文
化
会
館
☎
22

－

２
４
０
６

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公

的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に

は
、
所
得
税
に
つ
い
て
確
定
申
告
書
の

提
出
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い

て
は
、
公
的
年
金
お
よ
び
そ
れ
以
外
の

収
入
等
が
あ
る
場
合
に
は
、
従
来
ど
お

り
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

１
秩
父
税
務
署
☎
22

－

４
４
３
３

●
秩
父
市
ハ
イ
パ
ワ
ー
資
金

　

市
内
に
事
業
所
等
（
法
人
は
本
社
）

を
有
す
る
中
小
企
業
者
を
対
象
と
し
た

融
資
制
度
で
す
。
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー

ト
か
ら
１
％
以
内（
２
分
の
１
を
限
度
）

を
差
し
引
い
た
利
率
で
融
資
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

●
小
口
・
特
別
小
口
金
融
制
度

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
農
家
の
み
な

さ
ん
か
ら
平
成
24
年
１
月
10
日
ま
で
に

提
出
さ
れ
た
登
載
申
請
書
に
基
づ
い
て

作
成
し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
が
で
き
る
方

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳
以
上
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

・
１
，０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
（
10
ａ
）

以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
農
業

経
営
者
の
方

・
前
記
の
農
業
経
営
者
の
同
居
の
親
族

で
、
耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が
年
間

60
日
以
上
の
方

※
申
請
用
紙
は
農
家
組
合
、農
事
組
合
、

自
治
会
等
を
通
じ
て
12
月
末
ま
で
に

配
布
し
ま
す
が
、
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
農
家
の
方
で
、
申
請
用
紙
が
届

か
な
い
場
合
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１
農
業
委
員
会
☎
25

－

５
２
３
１

４

中
小
企
業
者
・

勤
労
者
向
け
融
資
制
度

５

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？

１

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
請
を
お
忘
れ
な
く

３

市
県
民
税
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

２

芸
術
文
化
会
館
の

貸
出
し
を
再
開

広告
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８

h
ttp
://flets.co

m
/

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
フ
レ
ッ
ツ
公
式
Ｃ
）

・
ひ
か
り
電
話

h
ttp://w

w
w
.n
tt-east.co.jp/t/

　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、

埼
玉
県
内
に
在
住
す
る
交
通
遺
児
等
を

対
象
に
、援
護
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

※ 

「
交
通
遺
児
等
」
と
は
、
18
歳
以
下

の
子
ど
も
（
乳
幼
児
か
児
童
・
学
生

に
限
る
）
で
、
保
護
者
（
一
方
ま
た

は
双
方
）
が
、
交
通
事
故
（
陸
海
空

全
て
）
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
い
障

害
を
負
っ
た
方

給
付
額　

遺
児
１
人
に
つ
き
年
額
10
万
円

給
付
時
期　

平
成
24
年
４
月
下
旬
に
給

付
（
給
付
日
は
未
定
）

申
請
書
類

　

市
民
生
活
課
、学
校
等
で
配
布
し
ま
す
。

提
出
期
限
お
よ
び
提
出
先

　

平
成
24
年
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
み
ず

ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店
に
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

１
埼
玉
県
県
民
生
活
部
防
犯
・
交
通
安

全
課
☎
０
４
８

－

８
３
０

－

２
９
５
８

　

平
成
24
年
２
月
か
ら
吉
田
地
区
（
太

田
部
を
除
く
）
で
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
フ
レ
ッ
ツ

光
ネ
ク
ス
ト
）
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
だ
け
で
な
く
、

IP
電
話
サ
ー
ビ
ス
「
ひ
か
り
電
話
」
や

映
像
配
信
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

申
込
受
付
開
始
日
時

　

12
月
６
日
㈫
午
前
９
時
〜

サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
日

　

平
成
24
年
２
月
15
日
㈬

２
・
１
☎
０
１
２
０

－

１
１
６
１
１
６

・ 

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
（
フ

レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
）

交通遺児等
の人数

同居世帯の
総所得額

１人 2,740,000円以下

２人 3,120,000円以下

３人 3,500,000円以下

４人 3,880,000円以下

５人以上 4,260,000円以下

支給対象になる同居世帯の総所得額

と　き　平成24年１月８日㈰
午前10時30分開式（受付は９時30分から）
ところ　文化体育センター
※ 会場内は土足禁止のため、上履きをご持参くだ
さい。

対　象　原則として、10月31日現在、市内在住で
平成３年４月２日から平成４年４月１日までに生
まれた方
内　容　午前10時から開式まで、新成人代表者の
協力により市内各中学校の卒業アルバム等から作
成したスライドの上映を行います。式典では、新
成人有志の指揮、ピアノ伴奏により、参加者全員
で「旅立ちの日に」を合唱します。
● 式典終了後、卒業中学校単位で記念写真の撮影
を行います

成人を迎える皆さんへ
成人式のご案内

※ 撮影時間に来られない方は、撮影できませんの
でご注意ください。

その他　該当者には案内状を12月中旬に送ります。
案内状が届かない場合はお問い合わせください。
●参加する場合に届出が必要な方
・11月１日以後の転入者
・市外在住の当市出身者
※ 飲酒している方のご入場は、お断りします。
※ご家族の方も式典にご参加できます。
※ 開式直前は受付が非常に混雑しますので、お早
めにお出かけください。

※ 駐車場は原谷グラウンドとなりますが、駐車ス
ペースが限られているため、自動車での来場の
際は乗り合わせ等でお越しください。

１生涯学習課☎２３－２２９４

成人を迎える皆さんへ
成人式のご案内

７

交
通
事
故
被
害
者
の

ご
家
族
へ
の
援
護
金
に
つ
い
て

６
吉
田
地
区（
吉
田
太
田
部
を
除
く
）で

光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

申
込
受
付
開
始

第２アリーナ 第１アリーナ

11:20～高篠中・尾田蒔中
11:30～吉田中・大田中
11:40～荒川中・大滝中
11:50～市外等の中学校

11:20～秩父第一中
11:30～秩父第二中
11:40～影森中

広告広告
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催

し

募

集

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
家
庭
を
離
れ
て
生
活
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
、
家
庭
で
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

「
里
親
制
度
」を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、「
里
親
入
門
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

平
成
24
年
１
月
29
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

熊
谷
児
童
相
談
所

内　

容　

①
里
親
制
度
に
つ
い
て　

②

里
親
体
験
談　

③
意
見
交
換

２
・
１
☎
に
て
市
役
所
社
会
福
祉
課

（
☎
25

－

５
２
０
４
）
ま
た
は
熊
谷
児

童
相
談
所
里
親
担
当
（
☎
０
４
８

－

５
２
１

－

４
１
５
２
）
へ

　

子
ど
も
の
事
故
予
防
と
応
急
手
当

の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を

絞
っ
て
学
べ
ま
す
。

と　

き　

平
成
24
年
２
月
18
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

定　

員　

20
人

費　

用　

３
０
０
円
（
教
材
費
等
）

講　

師　

日
本
赤
十
字
社
幼
児
安
全
法

指
導
員

内　

容　

子
ど
も
の
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
、
物
が
詰
ま
っ
た
と

き
の
対
応

２
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

応
募
資
格　

歌
と
お
芝
居
に
興
味
の
あ
る
方

募
集
人
数　

約
30
人

課　

題　

任
意
の
歌
曲
１
曲
あ
る
い
は

オ
ペ
ラ
ア
リ
ア

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
料　

５
０
０
円

※ 

詳
し
い
募
集
要
項
と
応
募
用
紙
は
市

役
所
生
涯
学
習
課
お
よ
び
左
記
事
務

局
に
あ
り
ま
す
。
送
付
希
望
の
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
ち
ち
ぶ
国
際
音
楽
祭
「
オ
ペ
ラ
」
実

行
委
員
会
事
務
局
（
木
亭
）

　

☎
22

－

４
３
８
８

と　

き　

平
成
24
年
１
月
６
日
㈮
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
集
会
室

内　

容　

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ

　
　
　
　

｢

お
茶
を
楽
し
む｣

　

お
茶
の
作
法
を
通
し
て
、
高
齢
者
と

子
ど
も
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
す
。

講　

師　

長
田
敦
子
先
生

対　

象　

小
中
学
生
と
保
護
者
、
60
歳

以
上
の
方　

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

２
12
月
19
日
㈪
か
ら
☎
に
て
高
齢
者
憩

い
の
家
（
☎
22

－

０
７
１
３
）
へ

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
４
月
入
校
生

訓
練
期
間　

６
か
月

応
募
期
間　

１
月
16
日
㈪
〜
30
日
㈪

費　

用　

教
科
書
代
等

応
募
方
法　

入
校
願
書

②
電
気
工
事
科
４
月
入
校
生

訓
練
期
間　

１
年

応
募
期
間　

１
月
16
日
㈪
〜
30
日
㈪

費　

用　

入
校
試
験
手
数
料
・
授
業
料
・

教
科
書
・
工
具
・
作
業
服
代
等

応
募
方
法　

入
校
願
書

２
・
１
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
秩
父
分

校
☎
22

－

１
９
４
８

Ｃh
ttp
://w
w
w
.p
ref.saitam

a.lg. 
jp
/so
sh
iki/j2

0
/

　

来
年
８
月
19
日
㈰
に
開
催
予
定
の「
２

０
１
２
ち
ち
ぶ
国
際
音
楽
祭（
前
夜
祭
）」

に
出
演
す
る
合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
開
催

と　

き　

１
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
午
後

２
時
〜
（
い
ず
れ
か
都
合
の
良
い
日
）

と
こ
ろ　

柞
学
園(

妙
見
の
森
公
園
隣)

応
募
期
限　

12
月
26
日
㈪
ま
で
（
当
日
消

印
有
効
）

11
子
ど
も
に
思
い
出
を  

子
ど
も
か
ら
元
気
を

憩
い
の
家
ふ
れ
あ
い
教
室

12

里

親

入

門

講

座

９

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

秩
父
分
校

10
「
メ
リ
ー
ウ
ィ
ド
ウ
」

合
唱
団
員
募
集

13

幼
児
安
全
法
短
期
講
習

広告
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と　

き　

12
月
16
日
㈮

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

久
那
公
民
館
集
会
室

内　

容　

各
ク
ラ
ブ
・
講
座
の
演
奏
、

新
講
座
の
紹
介
・
演
奏（
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク

ラ
ブ
、長
唄
三
味
線
ク
ラ
ブ
、ク
ラ
シ
ッ

ク
ギ
タ
ー
教
室
、※
リ
コ
ー
ダ
ー
教
室
）

（
入
場
無
料
） 

※
来
年
度
開
講
予
定

１
久
那
公
民
館
☎
22

－
１
４
９
５

と　

き　

12
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

知
的
障
が
い
者
の
施
設
ふ
ら

わ
あ
（
寺
尾
２
８
２
５
）

内　

容　

利
用
者
製
作
品
（
パ
ン
、
張

子
、
み
そ
等
）の
販
売
、
地
元
農
家
の
農

産
物
販
売
、
各
種
模
擬
店
等
（
来
場
の

方
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
！
）

１
ふ
ら
わ
あ
☎
25

－

３
０
０
０

と　

き　

平
成
24
年
１
月
22
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

内　

容　
「
カ
ル
メ
ン
」闘
牛
士
の
歌
な
ど

出　

演　

金　

努
、
高
橋
史
恵

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

矢
尾
百
貨
店
、
時
習
堂

入
場
料　

１
，０
０
０
円
（
全
自
由
席
）

２
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局 

金

　

☎
０
９
０

－

３
９
１
９

－

２
２
０
１

と　

き　

12
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30
分

開
場
、
２
時
開
演

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

出　

演　

澤
畑
恵
美
、
勝
又
久
美
子
、

真
野
郁
夫
、
浅
見
和
弘
、
秩
父
で
第
九

を
歌
う
会
、
東
京
ム
ジ
ー
ク
フ
ロ
ー

入
場
料　

２
，
０
０
０
円
（
未
就
学
児

の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

木
亭
、
喫
茶
タ
カ
ノ
ほ
か

１
秩
父
で
第
九
を
歌
う
会 

目
崎

　

☎
22

－

１
６
１
４

と　

き　

平
成
24
年
１
月
22
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
１
時
（
午
前
６
時
30
分
秩

父
市
役
所
集
合
・
出
発
）

と
こ
ろ　

長
野
県
軽
井
沢
町
風
越
ス

ケ
ー
ト
場

対　

象　

小
学
生
以
上（
小
中
学
生
は
、

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

参
加
費　

２
，
５
０
０
円
（
小
中
学
生

は
２
，
０
０
０
円
）

※
貸
靴
利
用（
５
０
０
円
）は
別
途
負
担

指
導
者　

秩
父
ス
ケ
ー
ト
連
盟
会
員

２
・
１
12
月
28
日
㈬
ま
で
に
☎
に
て
秩

父
ス
ケ
ー
ト
連
盟
事
務
局　

浅
見
（
☎

54

－

２
２
１
７
）
へ

※ 

参
加
者
が
20
人
に
満
た
な
い
場
合
は

中
止
し
ま
す
。

　

秩
父
広
域
消
防
出
初
式
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
職
員
の
部
隊
点
検
・
消
防

訓
練
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
秩
父
鳶
組

合
の
特
別
参
加
に
よ
る
は
し
ご
乗
り
も

あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

平
成
24
年
１
月
７
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

と
こ
ろ　

秩
父
消
防
本
部（
下
宮
地
町
）

１
秩
父
消
防
本
部
☎
21

－

０
１
１
９

芸術文化会館での催し
と　き 内　　　容 会　場

第２・４土曜日
午前９時～午後５時

ミル・フルールNora　河嵜妙子
『押し花教室』（途中昼休みあり）

会議室３

休 館 日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
開館時間　午前９時から午後５時

≪芸術文化会館で各種作品展などを行いませんか≫
　皆さんの作品発表の場や作品制作の活動の場として、
会議室の貸し出しを有料で行っています。個展、仲間展
など各種作品展会場として、ぜひご利用ください。
１芸術文化会館☎２２－２４０６

15

指揮：菊地俊一

20

秩
父
広
域
消
防
出
初
式

14

秩
父
で
第
九
を
歌
う
会

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
九
演
奏
会

17

第
６
回 

ふ
ら
わ
あ
ま
つ
り

16

講
座
・
ク
ラ
ブ
の
交
流

ク
リ
ス
マ
ス
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

18

情
熱
の
バ
リ
ト
ン

コ
ン
サ
ー
ト
vol.
３

19

市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室

広告
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午
前
10
時
〜
午
後
２
時

参
加
費　

２
，
０
０
０
円

定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

●
栃
餅
つ
き

と　

き　

12
月
25
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

参
加
費　

１
，
５
０
０
円

定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

※
そ
の
他
の
催
し
は
Ｃ
に
て
！

１
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事
務
所

　

☎
56

－

０
０
２
６

と　

き　

平
成
24
年
１
月
27
日
㈮
午
前

10
時
30
分
三
峰
口
駅
集
合

対　

象　

家
族
・
一
般

定　

員　

30
人
（
申
込
順
）

と　

き　

12
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
９
時
50
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

内　

容　

和
紙
と
竹
ひ
ご
で
角
凧
を
作

成
し
ま
す
。
作
っ
た
凧
は
持
ち
帰
り
で

き
ま
す
。｢
白
地
の
ゲ
イ
ラ
カ
イ
ト｣

も

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

参
加
費　

無
料

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

２
☎
に
て
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
管
理
事
務

所
（
☎
25

－

１
３
１
５
）
へ

●
そ
ば
打
ち
と
中
津
川
い
も
田
楽
の

　

み
そ
作
り

と　

き　

12
月
18
日
㈰

参
加
費　

１
０
０
円

２
平
成
24
年
１
月
４
日
㈬
か
ら
☎
で
大

滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ（
☎
55

－

０
０
１
４
）

ま
で

● 

み
ど
り
の
村
冬
の
山
歩
き
（
ず
ば
り

野
鳥
観
察
で
す
ツ
ア
ー
）

と　

き　

平
成
24
年
１
月
29
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

参
加
費　

無
料

定　

員　

30
人
（
抽
選
）

申
込
期
限　

平
成
24
年
１
月
20
日
㈮（
必
着
）

２
往
復
は
が
き（
催
し
名
・
全
員
の
〒
住

所
・
氏
名
・
☎
・
年
齢
を
記
入
）
に
て

１
み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

　

〒
３
６
８

－

０
１
０
１　

小
鹿
野
町

下
小
鹿
野
27　

☎
75

－

３
４
４
１

21

手
作
り
凧
揚
げ
教
室

23

氷
の
芸
術
・

三
十
槌
氷
柱
ハ
イ
ク

24

み
ど
り
の
村
の
催
し

22

彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
の
催
し

認認介護とは？
　最近、「認認介護」という言葉を聞いたことはあ
りませんか？これは認知症のお年寄りを認知症のお
年寄りが介護をしている現状のことを示します。
　もう１つ「老老介護」という言葉がありますが、
これは高齢者の介護を高齢の方が行うことを示すも
のです。この状態も生活上の問題がいくつも生じま
すが、「認認介護」は「老老介護」より深刻な問題
となることがあります。介護を認知症の方がすると
なると、十分な介護ができないばかりか、時には相
手を理解することができず、虐待をしてしまう可能
性もあるからです。
　認知症を抱えている方は、地域に出ることがあま
り多くありません。周りとの交流がなくなり、誰に
も気づかれないうちに認知症状がさらに進んでしま
うのです。気づいたときには、どちらかが生命の危
機にあった、ということが多いのが現状です。また、
介護者の方が認知症の場合、適切な介護サービスに
結びつくまでに理解が得られず、時間がかかってし
まうこともあります。
　また、地域の人との交流がある程度ある方でも、
実は認知症を抱えていた、ということがあります。
近所の人との簡単な交流はできていても、周りの人
が気づけなかったため、十分な介護を受けられずに
いたという事例もあります。
　これらの不幸な事例を起こさないためにも、別居
されている親族の見守りはもちろん、普段接してい
る近隣の方の協力も不可欠です。
　生活の様子を見ることができるのは近隣の方で
す。「洗濯物を出しているか」、「ごみを捨てに出て
いる様子はあるのか」など、生活の様子は近くにい
る人でないと分からないこ
とです。
　普段から近隣のお年寄り
の様子に気を配っていただ
き、様子の変化に応じた、
早めの対応が不幸な事例を
起こさない方策だと思われ
ます。皆さんのご協力をお
願いします。

介護予防で
　いつまでもハツラツと
介護予防で
　いつまでもハツラツと

広告



かしこい就職法教えます

優秀産業技術者・技能者顕彰制度

担当部署が不明の場合や“緊急”の場合は、「おきがるコール」へご連絡を！
　☎２６－１１３３（専用電話）21

12・1
市民生活課の無料相談 問☎２５－５２００
相談名 とき・ところ

法 律
１月６日㈮・19日㈭　10時～15時 秩父市役所（※）
１月12日㈭　10時～15時 吉田総合支所（振興会館）
※電話予約が必要。12月20日㈫午前９時から受付、各日先着10人

人 権
毎月第２・４水曜　13時～16時 秩父市役所（※）
12月21日㈬　13時～16時 荒川総合支所

行 政
※時間は
　いずれも
　13時～15時

12月19日㈪、１月23日㈪ 秩父市役所（※）
１月16日㈪ 吉田総合支所（振興会館）
12月19日㈪、１月23日㈪ 大滝総合支所
１月16日㈪ 荒川総合支所

市 民 第２・４木曜　13時～16時

秩
父
市
役
所（
※
） 

消費生活（多重債務） 毎週月～金曜　９時～16時
行 政 手 続 １月10日㈫　13時～15時
登 記 12月21日㈬、１月18日㈬　13時～15時
税 務 １月16日㈪　10時～12時
不 動 産 12月20日㈫、１月17日㈫　10時～12時
暴 力 12月22日㈭、１月26日㈭　10時～15時
女 性 12月27日㈫、１月24日㈫　13時～15時
労 務・ 年 金 １月13日㈮　13時～15時
公 証 第２・４火曜　９時30分～12時
※ 秩父市役所の相談会場は歴史文化伝承館です。なお、相談日が祝日
の場合はお休みです。

相談名 相談日・内容・問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－0723
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと 

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

ＤＶについて 月～金曜
８時30分～17時15分

社会福祉課☎25－5204 ※吉田・大滝・
荒川総合支所市民福祉課でも実施

身体・知的障がい
児(者)に つ い て

月～金曜　９時～18時 フレンドリー
☎22－7785 22－7055（身体障がい）
☎22－7045 21－6705（知的障がい）土曜 　９時～16時

精神障がい者
に つ い て 月～金曜　９時～17時 生活支援センター｢アクセス｣

☎24－1025 24－1026
障がい者の
就 労・ 生 活 月～金曜　９時～18時 秩父障がい者就労支援センター

「キャップ」☎・22－2870
い じ め・
不 登 校 等

月～金曜　９時～17時 ひまわり教室 ☎22－2228
月･水･金曜　９時～12時 やまなみ教室 ☎72－2030

法 律 毎月第２・４木曜
13時～16時 （要予約）

秩父地域振興センター
☎24－7624

人 権
月～金曜 ８時30分～17時15分

さいたま地方法務局
秩父支局☎22－0827人権擁護委員による相談　

火曜(第5週を除く)９時～16時

結 婚
１/14㈯13時～16時
※要予約（先着８人）
いきがいセンター 秩父市社会福祉協議会

☎22－1514
心 配 ご と １/19㈭13時～16時

福祉女性会館

不 動 産 12/20㈫、１/17㈫13時～15時
地場産センター３階

埼玉県宅建協会秩父支部
☎24－1774

内 職 月～金曜　９時～16時
ジョブプラザちちぶ ジョブプラザちちぶ

（地場産センター３階）
☎24－5222
商工課
☎25－5208

職 業

月～金曜　９時～17時
ジョブプラザちちぶ

第３水曜　10時～16時
吉田総合支所

中小企業者向
け金融よろず

１/17㈫13時～16時30分
※前々日までに☎で要予約
商工課（地場産センター３階）

商工課☎25－5208
(相談：埼玉県信用保証協会)

緊急・雇用労働
12月18日㈰　 商工課（地場産センター３階）
※12月16日㈮17時までに☎で要予約　 商工課☎25－5208
※平日は「緊急雇用相談窓口」開設中！

労 働 相 談・
メンタルヘルス
（各機関の相談）

●秩父保健所「心の健康相談」　☎22－3824
保健師・相談員の電話相談：月～金曜、午前８時30分
～午後５時、精神科医師による相談：要予約
●労働相談センター（さいたま市）　☎048－830－4522
　電話相談、産業カウンセラーのメンタルヘルス相談

秩父図書館の催しもの
●冬のおたのしみおはなし会
　いつものお話のほか、なぞなぞやプレゼントもあるたの
しい会です。
と　き　12月17日㈯　午後２時～
対　象　４歳以上の幼児から小学校低学年の児童
●絵本相談日
と　き　12月27日㈫　午前10時～正午
●冬休み映画会（入場無料）
と　き　12月27日㈫　午後１時30分～
上映作品　｢おれたち、ともだち！ ｣シリーズ４話（約52分）
●おはなし会（約40分）
と　き　平成24年１月14日㈯　午後２時～
対　象　４歳以上の幼児から小学校低学年の児童

荒川図書館の催しもの
●映画会（入場無料）
と　き　平成24年１月７日㈯　午後２時30分～
ところ　荒川公民館軽運動室
上映作品　アニメ「わらぐつの中の神様」（23分）､「手ぶくろ
を買いに」（15分）ほか１本を上映します。
●ピヨピヨタイム（約30分）
と　き　平成24年１月10日㈫　午前11時～ 
対　象　幼稚園・保育園に入る前のお子さんと保護者
ところ　ネットコミュニケーションルーム

秩父図書館 （午前10時～午後６時）上町３－６－27 ☎22－0943
荒川図書館 （午前９時～午後５時）荒川日野66－２ ☎54－1034
秩父図書館吉田分館 （午前９時～午後５時）下吉田6569－１ ☎77－1100
秩父図書館大滝分館（午前９時～午後５時）大滝945 ☎55－0033

※図書館休館日はP.24「くらしのカレンダー」をご覧ください。

　39歳までの働きたい若者を対象としたカウンセリングや
就職支援セミナーを無料で行います。

キャリアカウンセ
リング（要予約）

12月16日㈮、平成24年１月６日㈮・20日㈮
午前10時～（１人45分、５人まで）

心理カウンセリング
（要予約）

平成24年１月６日㈮午前10時～
（1人45分、５人まで）

セミナー（要予約） 12月16日㈮、平成24年１月20日㈮午後２時～４時

ところ　 秩父勤労者福祉センター（国道140号沿い、秩父
第一小学校前）

専用受付ダイヤル（若者ジョブ・ナビゲーション事務局）
　☎０３－５２８２－７５８６
１商工課☎２５－５２０８

　市では、市内の産業において卓越した技術や技能を有す
る方を顕彰しています。
対　象　市内の事業所で働く技術者または10年以上従事
し、30歳以上の技能者で、卓越した技術、技能を有し、他
の模範と認められる方
被顕彰者の推薦　自薦または事業所もしくは業界団体から
の推薦により、所属する商工会議所または商工会を経由し
て申請してください。
募集期限　平成24年１月24日㈫まで
１商工課☎２５－５２０８
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対妊娠５か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族
申１月６日㈮までに秩父保健センターへ電話または窓口
にて
■予防接種
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○三種混合　日１月20日㈮、２月６日㈪13：30～14：15
受付
対生後３か月～７歳６か月未満
○ＢＣＧ　日12月19日㈪、１月13日㈮、２月22日㈬　
13：30～14：15受付
対生後３か月～６か月未満（３か月間）
※ 接種期間の３か月の間に受けられない場合はお問い合
わせください。

吉田保健センター ☎77－1112
■乳幼児健診　13：00～13：45受付

持母子健康手帳、健診アンケート
■育児相談・健康相談
日１月10日㈫９：30～10：30受付
内育児相談、身長・体重測定、健康相談
■予防接種 
持母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書
○ＢＣＧ　
日12月16日㈮13：15～14：00受付
対生後３か月～６か月未満（３か月間）
※ 接種期間の３か月間に受けられない場合はお問い合わ
せください。

大滝保健センター ☎55－0102
■育児相談・健康相談　場大滝総合支所内
内育児相談、身長・体重測定、健康相談
申相談を希望する方は、電話にて大滝保健センターへ

荒川保健センター ☎54－2231
■育児相談
日１月４日㈬9：30～10：30受付
内育児相談、身長・体重測定
■健康相談
日12月14日㈬、１月11日㈬13：30～14：30受付
内健康相談、血圧測定等　持健康手帳

日日時　場場所　内内容　対対象　持持ち物　定定員　費費用　申申込み　問問い合わせ　詳詳細

（藤岡局0274）

※ 医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※ 休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです
（藤岡市を除く）。ただし、（※）印の病院は午後６時以降、☎で
確認のうえ受診してください。
※詳しくは秩父郡市医師会・藤岡多野医師会のＣにて確認できます。
※ 医療機関の都合で変更になることがあります。秩父消防本部（☎
２１－０１１９）でご確認ください。

平日夜間小児初期救急
曜日 病　院　名 電　　話
月曜 あらいクリニック ☎25－2711
水・金曜 秩 父 病 院 ☎22－3022
火・木曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611

受付時間　午後７時30分～午後10時（祝日は行いません。）
※電話で確認してから受診してください。

埼玉県小児救急電話相談
電話番号　＃８０００（シャープ８０００番）　※NTTプッシュ回線の場合
　　　　048－833－7911　※IP・ひかり・ダイヤル回線の場合
相談時間　○月～土曜：午後７時～午後11時
　　　　○日曜・祝日・年末年始：午前９時～午後11時

12
月
11
日

医師会休日診療所
小 鹿 野 中 央 病 院
秩父市立病院（※）
篠 塚 病 院

（内・小）
（一次救急）

熊 木 町
小鹿野町
桜 木 町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎75－2332
☎23－0611
☎23－9261

12
月
18
日

医師会休日診療所
健 生 堂 医 院
秩父市立病院（※）
藤 岡 総 合 病 院

（内・小）
（外・内）

熊 木 町
東 町
桜 木 町
藤岡市宮本町

☎23－8561
☎22－0270
☎23－0611
☎22－3311

12
月
23
日

医師会休日診療所
長瀞医新クリニック
秩 父 病 院（※）
光 病 院

（内・小）
（内・外・泌）

熊 木 町
長 瀞 町
和 泉 町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎66－1000
☎22－3022
☎24－1234

12
月
25
日

医師会休日診療所
関 根 医 院
皆 野 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・胃・外）

熊 木 町
日野田町
皆 野 町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎23－0777
☎62－6300
☎52－3121

12
月
31
日

松 本 ク リ ニ ッ ク

秩 父 生 協 病 院

皆 野 病 院
藤 岡 総 合 病 院

（内）
（内・小）
※小児科は午前中のみ

日野田町

阿 保 町

皆 野 町
藤岡市宮本町

☎22－3000

☎23－1300

☎62－6300
☎22－3311

１
月
１
日

伊古田小児科医院
横田内科・呼吸器科クリニック
秩 父 病 院（※）
光 病 院

（小）
（内・呼）

　

皆 野 町
小鹿野町
和 泉 町
藤岡市本郷

☎62－4585
☎72－7447
☎22－3022
☎24－1234

１
月
２
日

小 鹿 野 中 央 病 院
秩父市立病院（※）
鬼 石 病 院

（一次救急）小鹿野町
桜 木 町
藤岡市鬼石

☎75－2332
☎23－0611
☎52－3121

１
月
３
日

荒 舩 医 院
あらいクリニック
皆 野 病 院
く す の 木 病 院

（内・外）
（内・小）

横 瀬 町
本 町
皆 野 町
藤岡市旭町

☎24－0160
☎25－2711
☎62－6300
☎24－3111

１
月
８
日

医師会休日診療所
大 谷 津 医 院
秩 父 病 院（※）
篠 塚 病 院

（内・小）
（内・小）

　

熊 木 町
阿 保 町
和 泉 町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎22－6329
☎22－3022
☎23－9261

１
月
９
日

医師会休日診療所
近 藤 医 院
皆 野 病 院
藤 岡 総 合 病 院

（内・小）
（産・婦・内）

熊 木 町
日野田町
皆 野 町
藤岡市宮本町

☎23－8561
☎22－0043
☎62－6300
☎22－3311

１
月
15
日

医師会休日診療所
秩父脳外科内科クリニック
秩父市立病院（※）
光 病 院

（内・小）
（脳外・内）

熊 木 町
永 田 町
桜 木 町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎21－2330
☎23－0611
☎24－1234

日12月16日㈮  内 ４か月児健診（Ｈ23.７・８月生）
 10か月児健診（Ｈ23.１・２月生）

日１月20日㈮  内 １歳６か月児健診（Ｈ22.５・６月生）
 ３歳児健診（Ｈ20.８・９月生）
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各保健センター共通のお知らせ
■ 指定医療機関で受けられる検診（個別検診）の申し込み
（胃がん・子宮がん・歯周疾患検診）
　１月４日～10日（土・日・祝日を除く）８：30～17：
15に各保健センターで受け付けます。
申窓口で申し込み　詳健康カレンダーP５・６参照
■大腸がん検診の申し込み
　１月４日～10日（土・日・祝日を除く）８：30～17：
15に各保健センターで受け付けます。
申窓口で申し込み　詳健康カレンダーP４・５参照
■ がん検診推進事業（乳がん・子宮頸がん検診）の有効
期間について
　平成23年度「がん検診推進事業（乳がん・子宮頸がん検
診）」を実施しています。該当者には検診手帳とともに乳
がん・子宮頸がん検診の無料クーポン券を配布済みです。
　無料クーポン券の有効期間は平成24年１月31日までで
すので、検診がお済みでない方は早めに受けましょう。
■秩父市言語教室「えがおの会」
日１月26日㈭13：30～15：30　場影森公民館
対脳血管疾患等の後遺症により、「話す｣・｢読む｣・｢書
く｣・｢聴いて理解する｣などでお困りの方と家族
内歌やゲーム、口の体操、参加者同士でのコミュニケー
ション等　詳各保健センターへ
■はつらつ筋力アップ教室
対40歳以上の方　定30人　場いきがいセンター
内運動指導員による軽体操やストレッチ等（全10回）
日１月12日～３月15日の毎週木曜日、13：30～15：30
申12月19日㈪～26日㈪の８：30～17：15（土・日・祝日
を除く）に、電話で秩父保健センターへ
※ 定員を超えた場合は抽選となります。（この教室に初め
て参加する方優先）
■指定医療機関で受けられる個別予防接種
○麻しん風しん
対第１期…１歳～２歳未満　
　 第２期… 小学校就学前の１年間（Ｈ17．４．２生～Ｈ18．

４．１生）
※ 第２期該当者が無料で接種を受けられるのは、平成24
年３月31日㈯までですので早めに接種をしましょう。
○三種混合
対生後３か月～７歳６か月未満
内初回…３回接種（間隔は20～56日で接種）
　追加… １回接種（初回３回目を接種した日から１年～

１年６か月の間に接種）
※ 三種混合予防接種は接種間隔を必ず守って受けてくだ
さい。秩父保健センター（集団）でも受けられます。
■高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費補助
 75歳以上の市民の方を対象として肺炎球菌ワクチン予

防接種費の一部補助を実施しています。
対満75歳以上の市民の方（接種日に75歳になっている方）
日平成24年３月31日㈯まで　場指定の医院・病院等
費接種料金6,500円（自己負担4,500円、市の補助2,000円）
※ 一人１回限り補助（自己負担金は接種を受けた指定医
院・病院等窓口で支払い）
※ 生活保護世帯・中国残留邦人等支援受給者の方は全額
補助
※指定の医院・病院等、詳しくはお問い合わせください。
■すこやか相談　※予約制・個別相談
場各保健センター
対お子さんのしつけ、ことば、その他発達や子育てに心
配・不安のある方
申各保健センターへ電話にて
※詳しい日時は相談のうえお知らせします。
■ソーシャルクラブ（まごころの会）
　こころに病気をもつ方の、自立や社会復帰を目指した
グループ活動です。
場秩父保健センター　対精神に障がいのある市民の方
内料理やスポーツ、室内ゲームなど
詳各保健センターへ
■愛の献血にご協力を

※急な変更もありますので事前に確認をお願いします。

秩父保健センター ☎22－0648
　※駐車場が満車の場合は第２駐車場をご利用ください
■乳幼児健診　　　　　　　13：00～13：45受付

持母子健康手帳、健診アンケート
■育児相談　
日１月24日㈫、２月21日㈫９：30～10：30受付
　（相談希望者は10：15まで）
内育児相談、身長・体重測定
■２歳児歯科健康診査
日１月12日㈭13：15～14：00受付
内歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗布等
　（希望者のみ、計測・育児相談）
対平成21年11月～12月、平成22年１月生まれの幼児
申12月22日㈭までに秩父保健センターへ電話または窓口
にて
■両親学級
日１月16日㈪・22日㈰・26日㈭13：00～13：15受付
内健康カレンダーP.10をご覧ください。

P.24「くらしのカレンダー」および冊子「平成23年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

日１月５日㈭　内３歳児健診（H20.９月生）

１月17日㈫　　４か月児健診（H23.８月生）

１月18日㈬　　１歳６か月児健診（H22.６月生）

１月31日㈫　　10か月児健診（H23.３月生）

と　き 実施時間 ところ（主催団体）

12月21日㈬ 10：00～11：00 秩父県土整備事務所

１月17日㈫ 10：00～11：30
歴史文化伝承館前駐車場
(秩父献血推進協議会)

１月19日㈭

９：30～12：00 秩父消防本部

14：00～16：00
荒川総合支所
(秩父献血推進協議会)



　　行政相談

　　行政相談

最終日曜日
窓　口

平日夜間窓口

年末納税窓口 年末納税窓口

平日夜間窓口

●納期限
　固定資産税第３期
　国民健康保険税第６期

秩父 法律相談秩父 人権相談

秩父 法律相談

秩父 行政手続相談
秩父 公証相談

秩父 公証相談
秩父 女性相談

秩父 行政手続相談
秩父 公証相談

秩父 税務相談
吉田 荒川

荒川 行政相談

秩父 人権相談

秩父 法律相談秩父 不動産相談 秩父 登記相談

秩父 人権相談 秩父 労務・年金相談

秩父 市民相談
秩父 暴力についての相談

秩父 市民相談
吉田 法律相談

秩父 不動産相談秩父 大滝

秩父 ＢＣＧ予防接種
吉田 乳・子宮頸がん検診

秩父 登記相談
荒川 人権相談

秩父 乳・子宮頸がん検診

日 月 火 水 木 金 土

�� �� �� �� �� �� ��

休日窓口 休日窓口

休日窓口

休日窓口

休日窓口

休日窓口

休館：秩父 荒川 吉田

�� �� �� ��

�� ��

�� �� ��

休日窓口

休館：大滝

�� �� �� ��

� � � � �

��

秩父 ２歳児歯科健診

秩父 ３歳児健診荒川 育児相談

休館：大滝

休館：大滝

休館：大滝

休館：大滝

休館：大滝

� �

�

�� �� �� �� ��

休日窓口 吉田 育児・健康相談

秩父 ４か月児健診

休館：大滝

休館：大滝

休館：大滝

休館：大滝

休館：秩父 荒川 吉田

休館：荒川 休館：秩父吉田 大滝

休館：秩父 荒川 吉田

�� �� �� �� �� �� ��

休日窓口
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くらしのカレンダー

12/11（日）～1/21（土）

秩父 １歳６か月児健診秩父 ４か月児健診秩父 両親学級①

ふらっと市長室
　　（Ｐ.５参照）

ふらっと市長室
　　（Ｐ.５参照）

��

�
�

休館：

秩父 三種混合予防接種
吉田 １歳６か月・３歳児健診

荒川 健康相談 秩父 ＢＣＧ予防接種

秩父 １歳６か月児健診
荒川 健康相談

秩父 糖尿病こうして予防講座（２日目）
吉田 ４か月・10か月児健診
吉田 ＢＣＧ予防接種

休日窓口

休日窓口休日窓口

休日窓口休日窓口

休日窓口

秩父 10か月児健診

休館：秩父 荒川 吉田 休館：吉田 大滝

秩父市言語教室

休館：秩父 荒川 吉田 大滝 休館：秩父 荒川 吉田 大滝

休館：秩父 荒川 吉田 大滝 休館：秩父 荒川 吉田 大滝

秩父 荒川 吉田 大滝

休館：
秩父 荒川 吉田 大滝

元日

成人の日

2
0
1
1
年
1
2
月
号

納期限

12/26㈪

12月の納税
●固定資産税　　　第３期
●国民健康保険税　第６期

１収納課☎２２－２２１０

平日夜間・最終日曜日・休日窓口（歴史文化伝承館１階）
※歴史文化伝承館西側入口をご利用ください。

保健センターの催し・健診など（１段目）
■ Ｐ．22、23「保健センターだより」や、３月号
と合わせて配布した「秩父市健康カレンダー」
もご覧ください。

市民生活課の無料相談室（２段目）
秩父歴史文化伝承館 吉田吉田総合支所
大滝大滝総合支所 荒川荒川総合支所
●消費生活相談（多重債務）　
日毎週月～金曜日（午前９時～午後４時）
場歴史文化伝承館４階
問市民生活課☎２５－５２００
■ その他の相談はＰ．21「無料相談室」をご覧く
ださい。

図書館休館日（最下段）

12月31日㈯、１月１日（日・祝）は休日窓口を行いませんのでご注意ください。

午後５時15分～７時15分
（第２・第４木曜日）

午前８時30分～正午
午後１時～５時

午前８時30分～正午
午後１時～５時

市民課・保険年金課・こども課・収納課 市民課
①戸籍の届書の預かり
②戸籍謄本、住民票の写し、所得課税証明書等の発行
③印鑑登録および印鑑証明書の発行
④納税と納税相談の受付
⑤死亡届に関する業務
⑥転入、転出、転居届等の受付
⑦国民健康保険、国民年金、高齢者医療等に関する業務
⑧保育所、子ども手当、子育て支援等に関する業務
⑨ パスポート（旅券）交付業務（最終日曜日窓口では午前
９時～正午、午後１時～４時30分）

①戸籍の届書の預かり
② 住民票の写し、所得課税証
明書などの発行
③ 印鑑証明書の発行（印鑑登
録は行いません。）
④市への納入金預かり
⑤死亡届に関する業務

１市民課☎２２－５３４８　　保険年金課☎２５－５２０１
　こども課☎２５－５２０６　収納課☎２２－２２１０

平日夜間窓口 最終日曜日窓口 休日窓口

秩父秩父図書館 吉田吉田分館
大滝大滝分館 荒川荒川図書館
■ Ｐ．21「図書館だより」もご覧ください。

納期限内の納付にご協力をお願いします。
口座振替をご利用の方は、納期限の日に振り替えます
ので預貯金の残高をご確認ください。


